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平
成

年
に
市
の
救
急
車
が
出

動
し
た
件
数
は
１
万
８
５
９
８
件

で
、
前
年
に
比
べ
４
４
９
件
増
加

し
ま
し
た
。
年
々
増
加
す
る
救
急

需
要
に
対
応
す
る
べ
く
市
で
は
、

３
月
か
ら
、
救
急
車
が
傷
病
者
を

病
院
へ
す
ば
や
く
搬
送
す
る
た
め

に
、
高
機
能
携
帯
電
話

ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ
リ
）
を
利
用
し

た
搬
送
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
今
号

で
は
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
市

の
救
急
体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※かかりつけの救急医療機関がある人は、上記の流れで
はありません。また、救急隊が傷病者の症状が重篤であ
ると判断したときは、救命救急センターなどの対応でき
る救急医療機関へ搬送します

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
救
急
隊

員
が
傷
病
者
の
症
状
を
入
力
す

る
と
、
現
場
に
近
い
府
内
の
救

急
医
療
機
関
の
中
か
ら
症
状
に

合
っ
た
病
院
と
、
そ
の
病
院
が

現
在
受
け
入
れ
可
能
か
ど
う
か

が
、
瞬
時
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
搬
送
で
は
、
救

急
隊
員
が
一
定
の
基
準
に
沿
っ

て
搬
送
先
を
選
定
し
て
お
り
、

重
症
者
の
搬
送
で
は
時
間
が
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。同

シ
ス
テ
ム
で
は
、病
院
の
受
け

入
れ
態
勢
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
で
き
る
の
で
、
適
切
な
医

療
機
関
へ
早
期
に
搬
送
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

現
在
の
市
内
の
救
急
収
容
率

は

％
と
高
く
、
受
け
入
れ
困

難
が
生
じ
る
こ
と
は
他
地
域
よ

り
も
少
な
い
状
況
で
す
。
し
か

し
、
他
市
の
救
急
隊
が
市
内
の

医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
事
案
が

増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
同
シ
ス
テ

ム
は
府
内
全
域
の
搬
送
情
報
が

検
索
で
き
る
の
で
、
万
一
市
内

の
病
院
が
受
け
入
れ
困
難
に
な

っ
た
場
合
も
、
ほ
か
の
病
院
の

選
定
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
救
急
搬

送
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

病
院
の
受
け
入
れ
態
勢

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握

ス
マ
ホ
で
救
急
搬
送
ス
ム
ー
ズ

ス
マ
ホ
で
救
急
搬
送
ス
ム
ー
ズ

転入・転出に関わる窓口転入・転出に関わる窓口
休日開庁（２・３面）休日開庁（２・３面）

２・３面 身近な支所で混
雑回避、求人など

４・５面 更生保護サポー
トセンター、食の消費
者意識調査など

６・７面 教育特集 特色
ある学校づくりを推進

８ 面 お知らせ、催し、
子育て支援、伝言板、
スポーツなど
面 フォトニュース、
市広報番組案内など

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

救急車の要請

迷
っ
た
ら

＃
７
１
１
９
へ

平
成

年
に
救
急
車
が
出
動
し
た
案
件
の
う

ち
、
軽
症
患
者
の
割
合
は

・
５
％
で
、
全
国
平

均
（

・
４
％
、
平
成

年
）
と
比
べ
て
も
高
い

割
合
で
す
。
軽
症
な
場
合
な
ど
、
救
急
車
を
呼
ぼ

う
か
迷
っ
た
と
き
は

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お

さ
か
（

＃
７
１
１
９
ま
た
は

・
６
５
８
２

・
７
１
１
９
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

応 急 手 当応 急 手 当

特別救急隊の対応事例
【事案 歳男性】 寝息が聞こえない、

呼び掛けてみたが反応なし との通報で、

所轄救急隊が出動。心肺停止状態だった

ため、電気ショックを実施するとともに、

特別救急隊の出動を要請。到着後医師が

脳低温療法を施し搬送。数日後軽快退院

市
は
、
三
島
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
、
医
師
が
救
急

車
に
同
乗
し
現
場
に
か
け
つ
け

る
特
別
救
急
隊
を
全
国
に
先
駆

け
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

特
別
救
急
隊
は
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
重
篤
な
傷
病
者
に
対

応
。
医
師
が
脳
低
温
療
法
（
※

１
）
な
ど
の
特
別
な
処
置
を
早

期
に
施
す
こ
と
で
、
心
肺
停
止

傷
病
者
の
社
会
復
帰
率
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
救
急
搬
送
さ
れ
た
心
肺

停
止
傷
病
者
（
※
２
）
の
う
ち
、

後
遺
症
な
く
社
会
復
帰
し
た
人

の
割
合
は

・
４
％
で
、
こ
れ

は
全
国
平
均
７
・
２
％
（
平
成

年
）
と
比
べ
て
、
高
い
水
準

で
す
。
特
別
救
急
隊
の
活
動
の

成
果
が
、
高
い
社
会
復
帰
率
に

現
れ
て
い
ま
す
。

※
１

傷
病
者
の
臓
器
（
脳
）

を
守
る
た
め
の
処
置
。
全
国
に

先
駆
け
て
実
施

※
２

心
原
性
か
つ
心
肺
停
止

の
時
点
が
一
般
市
民
に
よ
り
目

撃
さ
れ
た
症
例

特 別特 別
救急隊救急隊

問合先

警
防
救
急
課

・
７
９
７
９

問合先

心
肺
停
止
の
傷
病
者
に
は
、
一
刻
も

早
く
心
肺
蘇
生
を
施
し
、
脳
や
心
臓
に

血
液
を
送
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
市
で
は
、
救
命
講
習
会
を
毎
月
実

施
。
実
際
に
救
急
現
場
で
居
合
わ
せ
た

人
の
手
当
実
施
率
は
年
々
増
加
し
救
命

に
つ
な
が
る
事
案
も
出
て
い
ま
す（
左

記
）。
積
極
的
に
講
習
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
講
習
会
の
日
程
は
随
時
本
紙

に
掲
載
。
詳
し
く
は
警
防
救
急
課（

・
７
９
７
９
）へ
。

応
急
手
当
の
奏
功
事
例

【
事
案

歳
男
性
】
職
場
で
倒
れ
、

呼
吸
し
て
い
な
い

と
の
通
報
で
特
別

救
急
隊
と
所
轄
救
急
隊
が
出
動
。
到
着

す
る
と
、
居
合
わ
せ
た
同
僚
が
心
肺
蘇

生
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
後
救
命
士

が
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
、
医
師
が
脳
低
温

療
法
を
施
し
搬
送
。
数
日
後
軽
快
退
院

市市広広報報番番組組案案内内

情情報報
ワワイイドドたたかかつつきき

○○２２月月 日日 日日 放放送送

○○３３月月１１日日 ９９日日 放放送送

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

２２公公演演とともも、、友友のの会会先先

行行発発売売・・割割りり引引ききああ

りり。。未未就就学学児児のの入入場場はは

ごご遠遠慮慮くくだだささいい

高高槻槻小小 桃桃園園小小 第第一一中中



に関わる窓口休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁に関わる窓口休日開庁休日開庁休日開庁
３月 日３月 日
４月５日４月５日

市
は
春
の
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
、３
月

日

、

４
月
５
日

の
休
日
に
、
転
入
・
転
出
に
関
連
す
る
窓
口

を
開
庁
し
ま
す
。
時
間
は
午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

分
ま
で
で
す
。

急
な
転
居
や
、
仕
事
で
平
日
の
来
庁
が
難
し
い
場
合
な

ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
ま

で
は
、
就
学
や
転
勤
な
ど
で
１

年
を
通
じ
て
最
も
転
入
や
転
出

の
手
続
き
が
増
え
る
時
期
で

す
。
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
休

日
開
庁
を
行
い
ま
す
。

取
り
扱
う
業
務
は
、左
表（
３

面
）
の
と
お
り
で
す
。
住
所
異

動
な
ど
の
申
請
、
国
民
健
康
保

は
に
た
ん

最
近
お
友
達

が
、
学
校
で

タ
イ
シ
ン

の

工
事
を
し
て
い
る
っ
て
言
っ
て

た
よ
。
タ
イ
シ
ン
っ
て
何
？

市
長

建
物
の
骨
組
な
ど
を

強
化
し
校
舎
が
地
震
で
壊
れ
な

い
よ
う
に
、

耐
震

改
修
の

工
事
を
し
て
い
る
ん
だ
。
学
校

は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
日
の
大

半
を
過
ご
す
場
所
だ
か
ら
、
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
な
い

と
ね
。

は
に
た
ん

全
部
の
校
舎
で

工
事
を
す
る
の
？

市
長

耐
震
化
が
必
要
か
ど

う
か
ま
ず
診
断
を
し
て
、
必
要

な
校
舎
で
改
修
を
行
っ
て
い
る

よ
。は

に
た
ん

診
断
っ
て
？

市
長

昭
和

年
に
新
し
い

耐
震
の
建
築
基
準
が
で
き
た
ん

だ
。
学
校
は
も
っ
と
前
か
ら
あ

る
か
ら
、
古
い
基
準
で
建
て
ら

れ
た
校
舎
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ん

だ
よ
。

は
に
た
ん

校
舎
の
健
康
診

断
だ
ね
。

市
長

阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
新
基
準
で
建
て
ら
れ
た

建
物
よ
り
、
古
い
建
物
の
方
が

倒
壊
し
や
す
か
っ
た
ん
だ
。
今

は
診
断
結
果
を
も
と
に
改
修
を

進
め
て
い
て
、
平
成

年
度
に

は
全
部
の
小
・
中
学
校
で
工
事

が
終
わ
る
予
定
だ
よ
。

は
に
た
ん

毎
日
通
う
場
所

が
安
全
だ
と
、
安
心
だ
ね
。
そ

う
い
え
ば
、
大
き
な
地
震
が
き

た
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
が
学
校

に
避
難
す
る
ん
だ
よ
ね
。

市
長

そ
う
だ
ね
。
避
難
施

設
に
も
な
る
体
育
館
は
、
も
う

全
校
で
改
修
が
終
わ
っ
て
い
る

よ
。は

に
た
ん

学
校
以
外
の
建

物
も
耐
震
化
を
す
る
の
？

市
長

東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
ろ

ん
な
建
物
の
耐
震
化
は
大
き
な

課
題
だ
ね
。
市
で
は
、
学
校
以

外
の
公
共
施
設
で
も
耐
震
改
修

を
進
め
て
い
て
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
ん
だ
よ
。

８

険
の
資
格
異
動
手
続
き
、
児
童

手
当
の
申
請
な
ど
、
転
居
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
受
け

付
け
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
来
庁
が

必
要
な
場
合
も

左
表
（
３
面
）
に
な
い
課
や

他
市
町
村
と
の
連
絡
・
手
続
き

な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

平
日
の
開
庁
時
に
あ
ら
た
め
て

来
庁
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
・
世
帯
に
よ
っ

て
、
転
入
・
転
居
に
伴
う
必
要

な
手
続
き
は
異
な
り
ま
す
。
取

り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
業
務

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

事
前
に
各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
や
人
工
関

節
な
ど
を
入
れ
た
人
に
対
す
る
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
の
認
定
基
準
が
変
わ
り
ま

す
。医

療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
大
き
な
支

障
な
く
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
が

医
学
的
見
地
か
ら
検
討
を
行
い
、
下
表
の

と
お
り
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
認
定

基
準
で
は
、
一
律
で
は
な
く
、
日
常
生
活

の
制
限
の
程
度
や
、
関
節
可
動
域
な
ど
に

応
じ
て
認
定
を
行
い
ま
す
。

新
基
準
の
対
象
と
な
る
の
は
、
４
月
１

日

以
降
の
申
請
か
ら
で
す
。
な
お
、
３

月
末
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
診
断
書
・
意
見

書
は
、
６
月

日

ま
で
に
申
請
し
た
場

合
、
従
来
の
基
準
で
認
定
さ
れ
ま
す
。

身体障がい者手帳

ペ
ー
ス
メ
ー
カ

人
工
関
節
な
ど

ペ
ー
ス
メ
ー
カ

人
工
関
節
な
ど

を

幼稚園養護教諭

幼稚園教諭
（育児休業代替任期付）

幼稚園養護教諭

幼稚園教諭
（育児休業代替任期付）

市は、平成 年度の新規採用
職員を次のとおり募集します。
意欲あふれる人の応募をお待ち
しています。
募集要項は２月 日 から人
事課（市役所本館３階）、市ホー
ムページで配布します。なお、
地方公務員法第 条および学校
教育法第９条に定める欠格条項
に該当する人は受験できませ
ん。
第１次試験日 ３月 日
応募方法 ２月 日 ３月
日（月・消印有効）に所定の申
込書を郵送で、人事課へ
【幼稚園養護教諭】
人数 ２人
資格 昭和 年４月２日以降
生まれで、養護教諭免許を取得
または３月末までに取得見込み
の人
【幼稚園教諭（育児休業代替任
期付）】
人数 ６人
資格 保育士資格と幼稚園教
諭普通免許を両方取得または３
月末までに取得見込みの人
問合先 人事課（ ・
）

問合先
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

・
７
１
１
１

個
別
の
手
続
き
に
関

す
る
こ
と

左
表

（
３
面
）の
各
担
当
課

問合先

問合先

障
が
い
福
祉
課

・
７
１
６
４

問合先
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ペースメーカなどを入れた人
（心臓機能障がい）

人工関節などを入れた人
（肢体不自由）

３月まで

一律１級

３月まで ４月から
１級、３級、４級
のいずれか

４月から

３月まで
股関節・
膝関節

一律
４級

足関節 一律
５級

３月まで ４月から
４級、５級、７級、
非該当のいずれか
５級、６級、７級、
非該当のいずれか

４月から

→

→



転入 転出転入 転出
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
・・
ササ
ポポ
ーー
トト
・・

セセ
ンン
タタ
ーー
３３
・・
４４
月月
のの
説説
明明
会会

親親
子子
歯歯
みみ
がが
きき
教教
室室

阿阿
武武
野野
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

セセ
ンン
タタ
ーー
４４
月月
開開
講講
講講
座座

阿阿
武武
山山
図図
書書
館館
朗朗
読読
会会

ヒヒ
ュュ
ーー
ママ
ンン
パパ
ワワ
ーー
でで

まま
ちち
づづ
くく
りり

高高
槻槻
市市
民民
寄寄
席席

小小
寺寺
池池
図図
書書
館館
土土
曜曜
映映
画画
会会

精精
神神
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
方方

のの
就就
労労
をを
考考
ええ
るる
つつ
どど
いい

市市
シシ
ニニ
アア
クク
ララ
ブブ

連連
合合
会会
演演
芸芸
大大
会会

高高
槻槻
でで
講講
談談
をを
聞聞
くく
会会

地地
域域
にに
開開
くく
保保
育育

３３
月月
のの
予予
定定

住所異動申請のほか住所異動申請のほか
保育所入所手続きな

ども保育所入所手続きな
ども

４
月

来
年
３
月
末
ま
で
週

３
回
（
１
回
４
時
間
程
度
）
、

市
立
中
学
校
区
で
勤
務
。４
人
。

資
格
は
心
理
や
教
育
な
ど
を
学

ん
だ
人
。
１
回
３
千
円
。
試
験

日
は
３
月

日

。
応
募
は
２

月

日

３
月
７
日

に
所

定
の
申
込
書
を
持
っ
て
直
接
、

教
育
セ
ン
タ
ー
（

・
０
３

９
８
）
へ
。
申
込
書
は
同
セ
ン

タ
ー
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
配
布
。

月
・
金
曜
日
の
午
前
８
時

分

午
後
４
時

分
と
火
・
木

曜
日
午
前
８
時

分

午
後
５

時

分
に
富
田
小
学
校
で
勤

務
。
資
格
は
昭
和

年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
看
護
師
免
許

取
得
者
。月
額

万
９
千

円
。

試
験
日
は
３
月
８
日

。
応
募

は
２
月

日

３
月
５
日

に
事
前
に
教
育
指
導
課
（

・
７
６
３
１
）
へ
電
話
の
上
、

直
接
同
課
へ
。
申
込
書
は
同
課

（
総
合
セ
ン
タ
ー

階
）
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

月

土
曜
日
の
う
ち
週
４

日
、
午
前
９
時

午
後
５
時

分
ま
た
は
、
午
前

時

分

午
後
７
時
に
子
育
て
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
で
勤
務
。
資
格
は
昭

和

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、臨
床
心
理
士
資
格
を
持
ち
、

児
童
相
談
の
実
務
経
験
が
１
年

以
上
あ
る
ま
た
は
、
大
学
・
大

学
院
で
心
理
学
を
専
攻
し
、
卒

不
登
校
支
援
員

不
登
校
支
援
員

重
度
障
が
い
児
童
生
徒
サ
ポ
ー

重
度
障
が
い
児
童
生
徒
サ
ポ
ー

ト
教
室
看
護
師（
非
常
勤
職
員
）

ト
教
室
看
護
師（
非
常
勤
職
員
）

子
育
て
相
談
員

子
育
て
相
談
員

（
非
常
勤
職
員
）

（
非
常
勤
職
員
）

業
後
児
童
相
談
の
実
務
経
験
が

１
年
以
上
あ
る
人
。
１
人
。
月

額

万
千

円
。
試
験
日
は
３

月
８
日

。
応
募
は
２
月

日

３
月
３
日

に
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
を
持
っ
て
直
接
、

児
童
家
庭
相
談
事
務
所
（
同
セ

ン
タ
ー
内

・
３
０
３
０
）

へ
。応
募
要
項
は
同
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

４
月
か
ら
月

金
曜
日
の
う

ち
週
４
日
、
午
前
９
時

午
後

５
時

分
に
市
役
所
で
勤
務
。

資
格
は
平
成

年
４
月
１
日
現

在

歳
以
下
で
、
実
務
経
験
が

１
年
以
上
の
人
。
応
募
は
２
月

日

３
月
７
日

に
所
定

の
申
込
書
を
持
っ
て
直
接
、
長

寿
生
き
が
い
課
（

・
７
１

６
６
）
へ
。
所
定
の
申
込
書
は

同
課
（
市
役
所
本
館
１
階

番

窓
口
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
。

【
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
】
資

格
は

保
健
師
ま
た
は

看
護

師
免
許
取
得
者
。
１
人
。
月
額

万
千

円

万
９
千

円【
理
学
ま
た
は
作
業
療
法
士
】

資
格
は
理
学
ま
た
は
作
業
療
法

士
免
許
取
得
者
。
１
人
。

万

９
千

円

４
月
か
ら
月

金
曜
日
の
う

ち
週
４
日
、
午
前
９
時

午
後

５
時

分
に
市
役
所
で
勤
務
。

２
人
。
資
格
は
昭
和

年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
、
平
成

年
２
月

日
現
在
で
教
育
・
保
育
行
政

な
ど
に
関
す
る
勤
務
経
験
が
３

年
以
上
あ
る
人
。
月
額

万
７

千

円
。
一
次
試
験
日
は
３
月

介
護
予
防
事
業
関
係
の

介
護
予
防
事
業
関
係
の

非
常
勤
職
員

非
常
勤
職
員

教
育
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

教
育
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

支
援
員
（
非
常
勤
職
員
）

支
援
員
（
非
常
勤
職
員
）

８
日

。
応
募
は
２
月

日

３
月
４
日

に
所
定
の
申
込

書
を
持
っ
て
本
人
が
直
接
、
総

合
セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室
へ
。

応
募
要
項
な
ど
は
保
育
幼
稚
園

事
業
課
（
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階

・
７
６
９
２
）
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

４
月
か
ら
週
４
日
、
午
前
９

時

午
後
５
時

分
に
市
立
保

育
所
で
勤
務
。
１
人
。
資
格
は

平
成

年
４
月
１
日
現
在

歳

以
下
の
看
護
師
免
許
取
得
者
。

月
額

万
９
千

円
。
試
験
日

は
３
月

日

。
応
募
は
２
月

日

３
月

日
（
木
・
必

着
）
に
所
定
の
申
込
書
を
持
っ

て
本
人
が
直
接
、
保
育
幼
稚
園

総
務
課
（

・
７
６
９
５
）

へ
。
所
定
の
用
紙
は
同
課
（
総

合
セ
ン
タ
ー
７
階
）
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

い
ず
れ
も
市
立
各
保
育
所
で

勤
務
。
応
募
は
随
時
所
定
の
申

込
書
を
持
っ
て
本
人
が
直
接
、

保
育
幼
稚
園
総
務
課
（

・

７
６
９
５
）
へ
。
申
込
書
は
同

課
（
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階
）
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

【
保
育
士
】
週
５
日
、
午
前
９

時

午
後
５
時

分
。
資
格
は

保
育
士
資
格
登
録
者
。
時
間
給

千

円（
社
保
加
入
は
千

円
）

【
保
育
士
補
助
員
】
週
３
・
４

日
、
午
前
７
時

分

時
５

分
と
午
後
３
時

分

７
時
５

分
の
時
間
内
。
時
間
給
千

円

【
看
護
師
・
保
健
師
】
週
４
日
、

午
前
９
時

午
後
５
時

分
。

資
格
は
看
護
師
ま
た
は
保
健
師

免
許
取
得
者
。
時
間
給
看
護
師

千

円
（
社
保
加
入
は
千

円
）

保
健
師

千

円
（
社

保
育
所
看
護
師

保
育
所
看
護
師

（
非
常
勤
職
員
）

（
非
常
勤
職
員
）

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

保
加
入
は
千

円
）

【
調
理
員
】
週
５
日
、
午
前
９

時

午
後
２
時
。
資
格
は
平
成

年
４
月
１
日
現
在

歳
以

上
。
時
間
給

円

月

金
曜
日
の
う
ち
週
２
・

３
日
、
午
前
８
時

分

午
後

３
時

分
に
市
立
小
・
中
学
校

で
勤
務
。
応
募
は
３
月
４
日

日

に
写
真
（
縦
４
・
５

×
横
３
・
５

）
、
免

許
証
の
写
し
（

だ
け
）
を

持
っ
て
直
接
、教
育
指
導
課（
総

合
セ
ン
タ
ー

階

・
７
６

３
１
）
へ
。

【

生
活
介
助
支
援
員
】
時
間

給

円

【

学
習
活
動
支
援
員
】
資
格

は
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
教
員

免
許
取
得
者
。
時
間
給
千

円

【

医
療
的
ケ
ア
支
援
員
】
資

格
は
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

免
許
取
得
者
。
時
間
給
千

円

４
月
か
ら
月

金
曜
日
の
午

前
８
時

午
後
３
時

分

午
後
０
時

分
に
市
立
小
・
中

学
校
で
勤
務
。
時
間
給

千

円

円
（

は
社
保
加
入
）
。

応
募
は
随
時
履
歴
書
を
持
っ
て

直
接
、教
育
委
員
会
総
務
課（
総

合
セ
ン
タ
ー

階

・
７
６

１
２
）
へ
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

学
校
給
食
調
理
員

学
校
給
食
調
理
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

い
ず
れ
も
業
務
時
間
は
午
前

９
時

午
後
５
時

分
。

【
駅
周
辺
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
】

●
阪
急
高
槻
市
駅
（

・
３

２
０
２
）

駅
構
内
。
定
休
日

は
木
曜
日

●

高
槻
駅
前
（

・
３

６
８
３
）

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

内
。
定
休
日
は
水
曜
日
、
ク
ロ

ス
パ
ル
高
槻
の
休
館
日

●
阪
急
上
牧
駅
前
（

・
６

８
５
５
）

駅
北
側
。
定
休
日

は
火
・
日
曜
日
、
祝
日

●
富
田
（

・
３
０
０
１
）

富
田
支
所
内
。
土
曜
日
だ
け

開
所
（
平
日
は
支
所
）

い
ず
れ
も
業
務
時
間
は
午
前

９
時

午
後
５
時

分
。

身
近
な
支
所
で
混
雑
を
回
避

身
近
な
支
所
で
混
雑
を
回
避

春
の
転
居
シ
ー
ズ
ン
は
住
所
異
動
の
た
め
来
庁
者
が
増
え
、

市
役
所
窓
口
は
毎
年
混
雑
し
ま
す
。市
民
課

番
窓
口
の
場
合
、

多
い
日
に
は
、

人
が
利
用
し
、
最
大
２
時
間
の
待
ち
時
間
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
住
所
異
動
届
・
印
鑑
登
録
な
ど
は
支

所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
混
雑
を
避
け
ら
れ
る
、

近
く
の
支
所
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

市
内
に
は
富
田
、
三
箇
牧
、

樫
田
の
３
カ
所
に
支
所
が
あ

り
、転
入
・
転
出
届
を
は
じ
め
、

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
事

務
な
ど
住
民
に
身
近
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
業

務
時
間
は
午
前
８
時

分
か
ら

午
後
５
時

分
ま
で
。
休
所
日

は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
で
す
。

利
用
の
多
い
住
民
票
の
写
し

や
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄

・
抄
本
な
ど
の
証
明
書
の
発
行

な
ど
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
（
下
欄
）
で
も
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

簡
易
電
子
申
込

か
ら
、
開

庁
時
間
外
で
の
住
民
票
の
申
請

・
受
け
取
り
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
公
民
館
併
設
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
】
定
休
日
は
土
・

日
曜
日
、
祝
日

●
今
城
塚
公
民
館
（

・
３

３
３
１
）

●
磐
手
公
民
館
（

・
２
１

１
０
）

●
阿
武
山
公
民
館
（

・
０

１
８
８
）

●
南
大
冠
公
民
館
（

・
１

４
７
７
）

【
図
書
館
併
設
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
】
定
休
日
は
月
曜

日●
服
部
図
書
館
（

・
１
１

９
６
）

問合先

市
民
課・

７
０
５
２

問合先

三箇牧支所
（ ・ ）

富田支所
（ ・ ）

樫田支所
（ ・ ）
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休日開庁する窓口
担当課 手続きの内容

市
役
所
本
館

１
階

市民課
・

住民異動届の受付、印鑑登録などの
受付、戸籍の届出受付、各種証明の
交付

障がい福祉課
・

転出入に伴う障がい者手帳の申請受
付

医療給付課
・

障がい者医療・老人医療・後期高齢
者医療の資格異動手続き

国民健康保険課
・

国民健康保険の資格異動手続き

介護保険課
・

介護保険の資格異動手続き
※要介護等認定を受けている人

長寿生きがい課
・

市営バス高齢者無料乗車証

総
合
セ
ン
タ
ー

１
階
税制課

・
転出入に伴う原動機付自転車の登録
・廃車などの手続き、税証明の交付

７
階

子ども育成課
・

児童手当 児童扶養手当の手続き、子
ども医療費、ひとり親家庭医療費の
手続き、学童保育室の入室手続き

保育幼稚園事業課
・

保育所の入所手続き

階
学務課

・
小・中学校の入学・転校に関する問
い合わせ

各
支
所

三箇牧支所
・

富田支所
・

樫田支所
・

転出入に関する手続きはおおむね取
り扱っていますが、上記のうち、障
がい者手帳、保育所の入所など、取
り扱いできない業務もあります。詳
しくは各支所へお問い合わせくださ
い

担当課 手続きの内容

〒�至茨木市�

新幹線
� 至京都�

三島鴨神社�

交番�

府
道
大
阪
高
槻
線

府
道
大
阪
高
槻
線�

三箇牧�
支所�

三島江三島江�

府
道
大
阪
高
槻
線�

三島江�

〒�

卍
�

171

132

JR摂津富田駅�

阪急富田駅�

至京都�

本照寺� 富田�
支所�

〒�

文�

至茨木至茨木�

樫田小学校樫田小学校�樫田校前樫田校前�

至杉生�
至中畑至中畑�

樫田�
支所�

府
道
枚
方
亀
岡
線

府
道
枚
方
亀
岡
線
�

至茨木�

樫田小学校�樫田校前�

至中畑�府
道
枚
方
亀
岡
線
�

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、８８面面上上欄欄のの例例参参照照
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講講
座座

岩岩
手手
・・
宮宮
城城
にに
行行
っっ
てて

きき
まま
しし
たた
博博
物物
館館
のの
東東
北北
支支
援援

阿阿
武武
野野
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

セセ
ンン
タタ
ーー
４４
月月
開開
講講
講講
座座

清清
水水
池池
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

セセ
ンン
タタ
ーー
４４
月月
開開
講講
講講
座座

赤赤
大大
路路
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

セセ
ンン
タタ
ーー
４４
月月
開開
講講
講講
座座

４４
月月
開開
講講
講講
座座

英英
会会
話話

中中
国国
語語
会会
話話

太太
極極
拳拳

早早
春春
ふふ
れれ
愛愛
トト
ーー
クク

もも
のの
忘忘
れれ
がが
気気
にに
なな
っっ
たた
らら

中中
国国
語語
教教
室室

高高
次次
脳脳
機機
能能
障障
がが
いい
支支
援援
普普
及及

ああ
なな
たた
がが
生生
活活
のの
主主
人人
公公
とと
しし
てて

春春
をを
感感
じじ
るる
寄寄
せせ
植植
ええ
講講
座座

解解
決決

不不
安安
とと
疑疑
問問

スス
ママ
ホホ

・・
ケケ
ーー
タタ
イイ
知知
っっ
得得
情情
報報

睡睡
眠眠
力力
講講
座座

眠眠
りり
でで
体体
とと
脳脳
をを
元元
気気
にに

うう
まま
味味
のの
秘秘
密密

大大
人人
のの
味味
覚覚
教教
室室

足足
腰腰
のの
衰衰
ええ
、、
ロロ
ココ
モモ
にに

勝勝
つつ

運運
動動
をを
クク
スス
リリ
にに

五五
領領
公公
民民
館館

希希
望望
のの
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
展展

春春
のの
ふふ
れれ
ああ
いい
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

沖沖
縄縄
のの
音音
楽楽
とと
おお
話話

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
講講
座座

ああ
なな

たた
のの
気気
持持
ちち
伝伝
わわ
りり
まま
しし
たた
？？

俳俳
優優
とと
声声
にに
出出
しし
てて
読読
みみ
たた
いい

宮宮
沢沢
賢賢
治治
のの
どど
んん
ぐぐ
りり
とと
山山
猫猫

稲稲
穂穂
塾塾
共共
催催
事事
業業

歌歌
っっ
てて

笑笑
っっ
てて
、、
ホホ
ッッ
カカ
ホホ
カカ

高高
槻槻
ジジ
ャャ
ズズ
スス
トト
先先
行行
ララ
イイ
ブブ

日日
吉吉
台台

子子
どど
もも
向向
けけ
のの
催催
しし

わわ
んん
ぱぱ
くく
・・
おお
てて
んん
ばば
クク
ララ
ブブ

ゴゴ
ムム
鉄鉄
砲砲
をを
作作
ろろ
うう

子子
どど
もも
将将
棋棋
入入
門門
教教
室室

初初
めめ
てて
将将
棋棋
にに
ふふ
れれ
てて
みみ
よよ
うう

親親
子子
でで
楽楽
しし
むむ
人人
形形
劇劇

遊遊
ぼぼ
うう

クク
ロロ
スス
パパ
ルル
でで

キキ
ッッ
ズズ
ルル
ーー
ムム
そそ
うう
べべ
ええ

親親
子子
手手
話話
教教
室室

たた
のの
しし
くく

学学
ぶぶ
しし
ゅゅ
わわ
ーー
るる
どど

日日
吉吉
台台
公公
民民
館館

ここ
どど
もも
まま
つつ
りり

リリ
ニニ
アア
にに

ゲゲ
ーー
ジジ

すす
ごご
いい
ぞぞ
未未
来来
のの
鉄鉄
道道
大大
集集
合合

申申
込込
方方
法法

関関西西大大学学アアイイススアアリリーーナナ

ススケケーートト教教室室

ベ
テ
ラ
ン
保
護
司
が
ア
ド
バ
イ
ス

ベ
テ
ラ
ン
保
護
司
が
ア
ド
バ
イ
ス

更生保護サポートセンターでは、保護司が交
代で常駐し、相談に応じる

悩
み
を
じ
っ
く
り
聴
き
温
か
く
寄
り
添
う

悩
み
を
じ
っ
く
り
聴
き
温
か
く
寄
り
添
う

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
数
は

全
国
で
年
間
３
万
人
前
後
、
府

●

内
で
は
約
１
７
０
０
人
と
な
り

ま
す
。

●

●
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

３
月

日

午
前
７
時

分
か
ら

高
槻
駅
、
阪
急

高
槻
市
駅
周
辺

●
啓
発
展
示

３
月
３
日

日

総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
南
側
通
路

市
や
府
で
は
、
対
策
と
し
て

専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
設

置
す
る
ほ
か
、
特
に
年
度
変
わ

り
で
自
殺
者
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
３
月
に
、
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

自
殺
の
要
因
の
多
く
は
、
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

な
ど

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
地
域
住
民
へ
の
更
生

保
護
に
関
す
る
情
報
提
供
、
相

談
の
ほ
か
、
保
護
司
へ
の
活
動

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
非

行
相
談
を
受
け
付
け
る
な
ど
、

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
と
は
、
罪
を
つ
ぐ

犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
市
は
、
犯

罪
や
非
行
防
止
な
ど
の
更
生
保
護
に
つ
い
て
の
相
談
を
保
護

司
が
受
け
付
け
る

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
運

営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
い
再
出
発
し
よ
う
と
す
る
人

た
ち
が
、
再
び
犯
罪
や
非
行
の

道
に
走
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

立
ち
直
り
を
助
け
る
こ
と
で

す
。更

生
保
護
活
動
を
主
に
行
っ

て
い
る
の
が
、
保
護
司
で
す
。

保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

刑
務
所
や
少
年
院
か
ら
の
出
所

者
と
保
護
観
察
に
な
っ
た
人

が
、
社
会
生
活
を
送
る
た
め
に

生
活
・
精
神
面
の
相
談
に
の
っ

た
り
、
就
職
な
ど
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
生
か
し

地
域
住
民
を
サ
ポ
ー
ト

実
際
に
同
セ
ン
タ
ー
に
常
駐

し
て
い
る
の
は
、
高
槻
地
区
保

護
司
会
所
属
の
経
験
豊
富
な
ベ

テ
ラ
ン
保
護
司
で
す
。
同
会
会

長
の
津
田
さ
ん
は

保
護
司
の

活
動
で
得
た
知
識
や
対
応
方
法

を
生
か
し
て
、
地
域
住
民
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
話
し
ま
す
。

先
日
、
引
き
こ
も
り
が
ち
の
子

ど
も
を
心
配
す
る
保
護
者
が
相

談
に
来
ま
し
た
。
対
応
し
た
同

会
副
会
長
の
近
澤
さ
ん
は
、
セ

更生保護サポートセンター
所在地 市役所城西町庁舎２階

（城西町４番６号）

開所日 月 金曜日の午前 時 正

午、午後１時 ４時 ※祝日除く

問合先 ・ （電話相談も可）

更生保護サポートセンター

ン
タ
ー
で
即
解
決
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の

親
御
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
助
言

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
心
配

な
こ
と
に
つ
い
て
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
か
、
親
と
し
て
ど

う
行
動
す
れ
ば
い
い
か
、
具
体

的
に
示
す
こ
と
で
解
決
の
糸
口

が
み
つ
か
る

と
話
し
ま
す
。

更
生
保
護
へ
の

理
解
を
広
め
る

犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
安
全

・
安
心
な
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
地
域
住
民
に
更
生
保
護

へ
の
理
解
を
促
す
こ
と
も
必
要

で
す
。
保
護
司
歴

年
の
松
本

さ
ん
は

同
セ
ン
タ
ー
を
通
し

て
更
生
保
護
に
つ
い
て
の
理
解

を
広
め
て
い
き
た
い

と
話
し

ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘

密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
地
域
住
民
か
ら
の
犯
罪
・
非

行
に
関
す
る
相
談
窓
口

●
地
域
の
関
係
機
関
、
団
体
と

の
連
絡
・
協
議
の
実
施

●
地
域
住
民
に
向
け
、
更
生
保

護
活
動
の
情
報
提
供

な
ど

●
地
域
住
民
か
ら
の
犯
罪
・
非

行
に
関
す
る
相
談
窓
口

●
地
域
の
関
係
機
関
、
団
体
と

の
連
絡
・
協
議
の
実
施

●
地
域
住
民
に
向
け
、
更
生
保

護
活
動
の
情
報
提
供

な
ど

防
火
の
正
し
い
知
識

行
動
力
高
め
よ
う
３
月
１
日

７
日

全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日

か
ら
７
日

ま

で
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
。
同
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
て
、

火
災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止

し
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産

を
守
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
防
火
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
行
動
力
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
の
も
の
で
す
。

運
動
期
間
中
、中
消
防
署（

・
７
９
９
５
）
や
北
消
防
署

（

・
０
１
１
９
）
で
は
見

学
や
防
火
訓
練
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
参

加
し
、
防
火
の
正
し
い
知
識
・

行
動
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
火
災
予
防
運
動
に
合

わ
せ
て
、
全
国
山
火
事
予
防
運

動
も
行
わ
れ
ま
す
。
山
林
で
の

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
た
き
火

の
放
置
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

３
月
１
日

午
後
１
時

分

３
時

分
に
歴
史
民
俗
資
料

館
で
。
講
師
は

法
人
市

文
化
財
ス
タ
ッ
フ
の
会
。
先
着

人
。
無
料
。
し
ろ
あ
と
歴
史

館
（

・
３
９
８
７
）
。

３
月

１
日

津
堂
城
山

と
墓
山
古
墳
の
被
葬
者

日

後
期
の
巨
大
古
墳
。
い
ず

れ
も
午
後
１
時

分

３
時
に

同
館
（

・
０
８
２
０
）
で
。

講
師
は

藤
井
寺
市
教
育
委
員

会
・
天
野
末
喜
さ
ん

奈
良
県

立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博

物
館
・
今
尾
文
昭
さ
ん
。
各

人
。

円
。
当
日
正
午
か
ら
整

理
券
を
配
布
。

３
月

日

午
前
９
時

分

高
槻
駅
集
合
、
午
後
３
時

分
解
散
予
定
。
出
灰

樫
田

で
文
化
財
巡
り
。
約
８

。

講
師
は
府
文
化
財
愛
護
推
進
委

員
・
笠
井
勝
夫
さ
ん
ほ
か
。
申

込
順

人
。
無
料
（
交
通
費
実

費
）
。
申
し
込
み
は
２
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
如
是
公

民
館
（

・
１
８
６
６
）
へ
。

３
月

日

午
前

時

正

午
に
城
内
公
民
館
で
。
講
師
は

郷
土
史
家
・
宇
津
木
秀
甫
さ

ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
２
月

日

か
ら
電

話
か
直
接
、
同
公
民
館
（

・
４
６
４
４
）
へ
。

和
紙
を
使
っ
て

お
ひ

和
紙
を
使
っ
て

お
ひ

な
さ
ま

を
作
ろ
う

な
さ
ま

を
作
ろ
う

今
城
塚
古
代
歴
史
館
講
演
会

今
城
塚
古
代
歴
史
館
講
演
会

歩
学
・
高
槻
新
発
見

春
の

歩
学
・
高
槻
新
発
見

春
の

樫
田
散
策
と
一
休
禅
師
庵

樫
田
散
策
と
一
休
禅
師
庵

稲
穂
塾
共
催
事
業

気
に

稲
穂
塾
共
催
事
業

気
に

な
る
地
名
、
広
が
る
ロ
マ
ン

な
る
地
名
、
広
が
る
ロ
マ
ン

３
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
教
育
会
館
で
。
講
師

は
京
都
学
園
大
学
名
誉
教
授
・

吉
村
亨
さ
ん
。

人
（
多
数
抽

選
）。
円
。
申
し
込
み
は
３
月

６
日
（
木
・
必
着
）
ま
で
に
直

接
ま
た
は
、
往
復
は
が
き
か
フ

ァ
ク
ス
に
、講
座
名
、住
所
、氏

名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
し

ろ
あ
と
歴
史
館（
〒

０
０
７

５
城
内
町
１
番
７
号

・
３

９
８
７
、

３
９
８
４
）へ
。

３
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
教
育
会
館
で
。
３
月

日

か
ら
開
催
の
企
画
展

侍
ア
ー
ト
・
甲
冑

関
連
講

座
。
講
師
は
京
都
国
立
博
物
館

名
誉
館
員
・
稲
田
和
彦
さ
ん
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。

申
し
込
み
は
３
月

日
（
火
・

必
着
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
、

往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
し
ろ
あ
と
歴
史
館
（
〒

・
０
０
７
５
城
内
町
１
番
７

号

・
３
９
８
７
、

・

３
９
８
４
）
へ
。

３
月

日

午
後
１
時

分

３
時
に
同
館
（

・
０
８

２
０
）
で
。
３
月

日

か
ら

開
催
の
特
別
展

淀
川
中
流
域

の
弥
生
文
化

関
連
講
座
。
変

貌
と
げ
る
弥
生
社
会
像
。
講
師

は
日
本
考
古
学
協
会
・
森
岡
秀

人
さ
ん
。

人
。

円
。
当
日

正
午
か
ら
整
理
券
を
配
布
。

茶
俗

お
茶
の
文
化
と

茶
俗

お
茶
の
文
化
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
ろ
あ
と
歴
史
館
企
画
展
記
念

し
ろ
あ
と
歴
史
館
企
画
展
記
念

講
座

日
本
の
甲
冑
を
語
る

講
座

日
本
の
甲
冑
を
語
る

今
城
塚
古
代
歴
史
館

今
城
塚
古
代
歴
史
館

特
別
展
関
連
講
座

特
別
展
関
連
講
座

消
防
音
楽
隊
が
、
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

３
月
１
日

午
後
３
時
か
ら

ア
ク
ト
ア
モ
ー

レ

※
無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ

火
の
用
心
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

問合先
消
防
本
部
予
防
課

７
９
８
５

問合先

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
な
人
の
悩
み
に
気
付
い
た

ら
、温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

ま
ず
は
じ
っ
く
り
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
必
要
に

応
じ
て
左
記
の
相
談
先
を
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

問合先

保
健
予
防
課

９
３
３
２

問合先

精神保健福祉士による
こころの健康相談

２２月月６６日日、、普普門門寺寺（（富富田田町町四四））でで

毎月第２・４月曜日の午

後１時 ４時に市保健所

で。うつ病や統合失調症、

アルコールの問題など精神

疾患に関する相談。無料。

申し込みは随時電話で、保

健予防課（ ・ ）へ。

【こころの健康相談統一ダ

イヤル・集中電話相談】

・ ・ （３月１日

午前９時 日 午後９

時 ※ 時間。前記以外の

月 金曜日も利用可）

【関西いのちの電話】

（ 時間、 日）

【大阪自殺防止センター】

・ ・ （金曜日

午後１時 日曜日午後

時）

【こころの救急箱】 ・

・ （月曜日午後８

時 火曜日午前３時）

【自死遺族相談】月 金曜

日の午前９時 午後５時

分に府こころの健康総合セ

ンター（大阪市住吉区）で。

無料。申し込みは電話で、

同センター（ ・ ・

）へ



ミミ
ニニ
ババ
イイ
クク
なな
どど
のの
軽軽
自自
動動
車車

廃廃
車車
手手
続続
きき
はは
４４
月月
１１
日日
まま
でで

市市
営営
高高
槻槻
駅駅
南南
立立
体体
駐駐
車車
場場

ハハ
イイ
ルル
ーー
フフ
車車
対対
応応
にに

葬葬
儀儀
関関
連連
商商
品品
取取
扱扱
業業
者者

のの
登登
録録
をを
受受
けけ
付付
けけ

国国
民民
健健
康康
保保
険険
料料

納納
期期
限限
はは
２２
月月

日日

クク
ロロ
スス
パパ
ルル
高高
槻槻

３３
月月
２２
日日
休休
館館

人人
事事
異異
動動

介介
護護
保保
険険
料料
・・
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医

療療
保保
険険
料料
納納
期期
限限
はは
２２
月月

日日

高高
齢齢
者者
ババ
スス

ここ
とと
ぶぶ
きき
号号

日日
帰帰
りり
ババ
スス
旅旅
行行

地地
域域
密密
着着
型型
ササ
ーー
ビビ
スス
事事
業業
者者

花花
いい
っっ
ぱぱ
いい
街街
づづ
くく
りり

事事
業業
参参
加加
団団
体体

手手
話話
講講
習習
会会

入入
門門
ココ
ーー
スス
受受
講講
者者

関関
西西
大大
学学
ミミ
ュュ
ーー
ズズ

大大
学学
図図
書書
館館
一一
般般
開開
放放
利利
用用
者者

統統
計計
のの
日日

のの
標標
語語

賞
味
期
限
、消
費
期
限
に
高
い
関
心

賞
味
期
限
、消
費
期
限
に
高
い
関
心

食
べ
ず
に
捨
て
た

は
半
数
以
上

調
査
で
は
、
次
の
４
項
目
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

【
普
段
の
食
事
の
頻
度
】

回
答
者
の
約

％
が

朝
・

昼
・
夕

毎
日
食
事
を
と
っ
て

い
る

と
回
答
。
一
方
、
年
代

別
で
み
て
み
る
と

朝
食
を
と

ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
答
え

た
人
は
、

歳
以
上
で
は
０
・

８
％
で
し
た
が
、

歳
台
・

歳
台
で
は
、
約

％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
食
品
購
入
時
の
チ
ェ
ッ
ク
】

特
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
の

は
、
第
１
位
が

賞
味
期
限
・

消
費
期
限

で
、
第
２
位
が

原

産
地
（
国
）

、
第
３
位
が

価

格

で
し
た
。

【
食
品
購
入
時
に
食
品
表
示
な

ど
を
見
て
い
る
か
】

時
々
、
見
て
い
る

が
１

位
、

必
ず
見
て
い
る

が
２

平成 年平成 年

う
。一

方
、

車
上
ね
ら
い

が

２
３
５
件
（
同

件
減
）
、
オ

ー
ト
バ
イ
盗
が
１
５
６
件（
同

件
減
）
、
閉
店
後
の
店
舗
を

ね
ら
っ
た

出
店
荒
ら
し

が

件
（
同

件
減
）
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
・
事
業
者
・
警
察

・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
結
果
と
し
て
、
発
生
件

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
注
意
し
、
危
険
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
迷
わ
ず
１
１
０

番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
に
市
内
で
認
知
し

た
犯
罪
は
３
７
７
２
件
で
、
前

年
よ
り
７
６
１
件
増
加
し
ま
し

た
。内

訳
を
み
る
と
、

自
転
車

盗

が
１
３
０
８
件
（
前
年
比

５
４
６
件
増
）
で
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ひ
っ

た
く
り

が

件
（
同

件
増
）

で
し
た
。
各
種
犯
罪
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
左
欄
を
参
考

に
、
防
犯
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

防犯対策防犯対策防犯対策

交
通
事
故

平
成

年
中
の
市
内
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
１
５
５
６
件

（
前
年
比

件
減
）
、
負
傷
者

数
は
１
８
０
０
人（
同

人
減
）

で
、
発
生
件
数
・
負
傷
者
数
と

も
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
死
者

数
は
９
人
（
同
４
人
増
）
と
増

加
し
て
い
ま
す
。

事
故
を
内
容
別
に
み
る
と
、

自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
は
５

７
２
件
（
同
７
件
増
）
で
、
自

転
車
事
故
が
全
体
の

％
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
事
故
件
数

が
４
４
１
件（
同

件
増
）と
前

年
に
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
全

体
の

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
交
通
事
故
の
被
害

者
、
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

位
で
、
全
体
の
９
割
以
上
を
占

め
ま
し
た
。

【
食
品
を
食
べ
ず
に
捨
て
る
こ

と
が
あ
る
か
】

％
の
人
が
、
鮮
度
の
低
下

や
腐
敗
、食
品
の
消
費
賞
味
期

限
が
過
ぎ
た
な
ど
の
理
由
で
、

食
べ
ず
に
捨
て
た
こ
と
が
あ
る

と
回
答
。
主
に
廃
棄
す
る
も
の

は
、
野
菜
類
や
調
理
加
工
品
な

ど
で
、
捨
て
る
頻
度
は
１
カ
月

に
１
回
と
い
う
回
答
が
最
多
で

約

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
を

日
本
で
は
多
く
の
食
料
を
輸

入
に
頼
る
一
方
、
食
べ
ら
れ
る

の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
ロ
ス

は
年
間
５
０
０

８
０
０
万

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
半
分
は
一
般
家
庭
か
ら
の
も

の
で
、
国
の
試
算
で
は
、
１
人

あ
た
り
の
食
品
ロ
ス
は
年
間
で

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

日
頃
か
ら
食
に
関
す
る
情
報
を

収
集
し
、
食
品
表
示
に
関
心
を

持
っ
て
、買
い
物
し
ま
し
ょ
う
。

●消費期限と賞味期限の違
いを正しく理解する。賞味
期限を過ぎてもすぐ廃棄せ
ず、廃棄の是非はニオイな
どで確認しましょう
消費期限 食べても安全な
期限
賞味期限 おいしく食べら
れる期限
●必要な食品を必要なとき
に必要な量だけ購入する
●作り過ぎない。余ったら
ほかの料理に作り変えて食
べる

食品ロス削減対策食品ロス削減対策

平
成

年
度

平
成

年
度

市
で
は
、
平
成

年
度
の
定

員
に
空
き
が
あ
る
幼
稚
園
で
随

時
、園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
者
で
あ
れ
ば
、
園

区
外
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
ま
た
各
園
の
空
き
人
数
や

待
機
児
童
数
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
園
】

４
歳
児
（
平
成

年
４
月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

募
集
園
は
左
表
の
と
お
り
。
表

に
記
載
が
な
い
幼
稚
園
に
は
、

空
き
が
あ
り
ま
せ
ん

５
歳
児
（
平
成

年
４
月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

磐
手
を
除
く
幼
稚
園
で
空
き
が

あ
り
ま
す
。
空
き
人
数
な
ど
の

詳
細
は
、
保
育
幼
稚
園
事
業
課

（

・
７
６
９
２
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
応
募
方
法
】

空
き
の
あ
る
園

随
時
、
各
幼

稚
園
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
順
の
た
め
、
ま
ず
は
各
幼

稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い空
き
の
な
い
園

補
欠
登
録
を

申
込
順
に
保
育
幼
稚
園
事
業
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す

市立幼稚園４歳児募集状況（２月 日現在）

シ
リ
ー
ズ

株
式
会
社

ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
生
活
必
需
品

を
扱
っ
て
い
ま
す
。
最
先
端
技

術
を
駆
使
し
た
検
品
シ
ス
テ
ム

を
使
い
、
小
売
店
へ
出
荷
す
る

正
確
さ
は

・

％
を
誇
り
ま

す
。
ま
た
、
耐
震
性
に
優
れ
た

建
物
内
に
は
自
家
発
電
設
備
を

備
え
る
な
ど
、
災
害
対
策
も
取

っ
て
い
ま
す
。

関
わ
る
全
て
の
人
と
の
信
頼

を
大
切
に
し
、
人
々
の
豊
か
で

快
適
な
生
活
を
実
現
す
る
同

社
。
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
商
品
を
届
け
る
た
め
、
努
力

を
重
ね
て
成
長
し
続
け
る
企
業

で
す
。

（
産
業
振
興
課
）

株
式
会
社

（
パ
ル
タ
ッ
ク
）
は
化
粧
品
・

日
用
品
、
一
般
用
医
薬
品
の
卸

売
事
業
と
物
流
受
託
事
業
を
行

う
企
業
で
す
。
同
社
の
最
大
の

強
み
は
業
界
屈
指
の
物
流
力

で
、

美
と
健
康

に
関
わ
る

生
活
必
需
品
を
全
国
の
小
売
店

に
販
売
・
配
送
し
て
い
ま
す
。

同
社
は
明
治

年
、
大
阪
市

で
創
業
。
年
の
歴
史
を
持
ち
、

現
在
は
約
１
１
０
０
社
の
メ
ー

カ
ー
と
取
り
引
き
を
行
い
、
販

売
先
は
全
国
約
７
万
７
千
店
、

年
商
約
８
千
億
円
を
誇
る
業
界

の
最
大
手
企
業
で
す
。
平
成

年
に
操
業
を
開
始
し
た
高
槻
物

流
セ
ン
タ
ー
（
下
田
部
町
二
）

で
は
、
ハ
ミ
ガ
キ
や
洗
剤
、
シ

問合先
管
理
課

７
５
９
２

高
槻
警
察
署

１
２
３
４

問合先 問 合 先
危
機
管
理
室

７
３
１
４

高
槻
警
察
署

１
２
３
４

問 合 先

市
は
昨
年
９
月
、
食
に
関
す
る
消
費
者
意
識
調
査
を
実
施

し
、
４
２
０
人
中
、
４
０
９
人
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
規
則
正
し
く
食
事
を
取
り
、
食
品
購
入
の
際
に
は

食
品
表
示
を
見
て
購
入
し
て
い
る
人
が
多
い
反
面
、
食
品
を

食
べ
ず
に
捨
て
た
こ
と
が
あ
る
人
が
半
数
以
上
い
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
調
査
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

問合先
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
９
９
９

問合先

問合先
保
育
幼
稚
園
事
業
課

７
６
９
２

問合先

【
自
転
車
盗
】

●
盗
難
に
遭
い
に
く
い
シ
リ
ン
ダ
ー
錠
を
取
り
付
け
る

●
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
を
併
用
し
、
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
心
掛

け
る

【
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
】

●
カ
バ
ン
は
車
道
と
反
対
側
に
持
つ

●
自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
を

付
け
る

※
カ
バ
ー
は
危
機
管
理
室
（
市
役
所
本
館
４

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す

5 No.1306行 政 プ ラ ザ �

園名（所在地） 電話番号
空き
人数

高槻（本町） ・
五領（五領町） ・
三箇牧（三島江一） ・
富田（昭和台町一） ・
芝生（芝生町三） ・
日吉台（日吉台一番町） ・
西大冠（城南町三） ・
玉川（牧田町） ・
上牧（上牧町四） ・
北清水（安岡寺町六） ・
津之江（津之江北町） ・
柱本（柱本新町） ・
郡家（郡家新町） ・
土室（上土室六） ・

園名（所在地） 電話番号
空き
人数
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地域と連携した教育地域と連携した教育地域と連携した教育地域と連携した教育
専
門
指
導
で
技
術
向
上

市
立
中
学
校
で
は
、
現
在
８

割
以
上
の
生
徒
が
文
化
部
や
運

動
部
に
入
部
し
て
お
り
、
部
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
部
活
動

で
は
、技
術
や
体
力
の
向
上
と
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
社
会
性
、
自

主
性
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
部
活
動
の
よ
り
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
部
活
動
に
外
部
指
導
者

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
外
部
指

導
者
が
専
門
的
な
技
術
指
導
を

行
う
こ
と
で
、
部
活
動
が
円
滑

に
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
の
技
術

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

今
年
度
は
、
中
学
校
全

校

に

人
の
外
部
指
導
者
を
延
べ

７
５
０
回
派
遣
し
、
サ
ッ
カ
ー

部
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
の

運
動
部
を
は
じ
め
、
吹
奏
楽
部

や
美
術
部
な
ど
の
文
化
部
で
も

顧
問
と
と
も
に
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

実
業
団
で
の
経
験
生
か
す

実
業
団
で
の
経
験
生
か
す

熱
い
指
導
で
チ
ー
ム
成
長

熱
い
指
導
で
チ
ー
ム
成
長

第
八
中
学
校
で
は
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
に
外
部
指
導
者
と
し
て

地
域
で
の
指
導
経
験
が
あ
る
那

須
力
弥
己
さ
ん
を
招
い
て
い
ま

す
。
同
部
員
は
那
須
さ
ん
に
つ

い
て

熱
心
に
指
導
を
し
て
く

れ
ま
す
。
厳
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
れ
た
り
、
お
も
し
ろ
い

一
面
も
あ
り
、
ど
の
学
校
に
も

負
け
な
い
コ
ー
チ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す

と
話
し
、
強
い
信
頼

関
係
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が

伺
え
ま
し
た
。
那
須
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

一
人
一
人
と
向
き
合
っ
た
指
導

同
中
学
校
で
指
導
を
始
め

た
の
は
平
成

年
。
実
業
団
で

の
プ
レ
ー
経
験
と
地
元
小
学
校

の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
指
導
経
験
な
ど
か
ら
、

同
中
学
校
の
当
時
の
教
頭
先
生

に
指
導
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
始
め
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
バ
レ
ー
を

始
め
た
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
、
サ
ー
ブ
、
ト
ス
な
ど
の

基
礎
か
ら
一
つ
一
つ
、
指
導
方

法
を
考
え
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え
方
を
学

ば
せ
て
も
ら
い
、
今
で
は
大
会

で
勝
ち
進
む
こ
と
も
で
き
る
チ

ー
ム
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

指
導
時
に
心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
、
技
術
面
だ
け
で
な
く
メ

ン
タ
ル
面
で
の
強
化
で
す
。
対

象
が
成
長
期
の
中
学
生
な
の

で
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
い
と
プ
レ
ー
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
厳
し
い
練
習
に

取
り
組
む
と
き
、
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
と
き
に
支
え
に
な
る
言
葉

を
伝
え
、説
明
し
、一
人
一
人
に

向
き
合
っ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

始
め
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
い

い
顔
を
し
ま
す
。
そ
し
て
次
へ

次
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
顔
を
み
る
と
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
強
く
思

い
ま
す

【平成 年第 回定例会（
月 日）】高槻市図書館協
議会委員の委嘱について
平成 年度歳入歳出補正予
算（第４号）教育費原案につ
いて 高槻市教育委員会委
員長選挙について 中村公
美子委員が当選 高槻市教
育委員会委員長職務代理者
指定について 勝山葉子委
員を指定
【平成 年第 回定例会（
月 日）】芥川緑地資料館
の指定管理者の指定の承認
について 安満遺跡整備事
業にかかる用地買収につい
て
【平成 年第１回定例会（１
月 日）】高槻市教育委員
会人事異動の承認について
高槻市奨学生選考委員会
委員の解嘱及び委嘱につい
て 長時間保育に関する規
則中一部改正について
※教育委員会の会議録は、
行政資料コーナー（市役所
本館１階 番）、市ホーム
ページで閲覧できます
問合先 教育委員会総務
課（ ・ ）

日頃の練習の成果を発揮

小学校スポーツ大会小学校スポーツ大会

ト
ラ
ッ
ク
駆
け
、た
す
き
つ
な
ぐ

駅
伝
駅
伝２

月
１
日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
小
学
校
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
、

校
全
て
の
市

立
小
学
校
が
参
加
し
、
４

６

年
生
２
４
６
チ
ー
ム
、
１
４
７

６
人
の
児
童
が
ト
ラ
ッ
ク
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。
同
大
会
は
、

市
の
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
、
仲
間
と
一
緒

に
頑
張
る
こ
と
の
大
切
さ
や
楽

し
さ
な
ど
を
経
験
し
、
体
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
の
学
年
も
、
大
会
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
次
の
走
者
に
た

す
き
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
走
り
ま
し
た
。

競
技
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の

保
護
者
や
学
校
関
係
者
が
応
援

に
駆
け
つ
け
、
一
生
懸
命
走
る

児
童
に
最
後
ま
で
温
か
い
声
援

と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

４
年
生

阿
武
山

（

分

秒

大
会
新
記
録
）

芝
生

川
西

５
年
生

北

日
吉
台

（

分

秒
）

阿

武
山

日
吉
台

６
年
生

阿
武
山

（

分

秒
）

赤
大
路

竹
の
内

熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

２
月
８
日
・
９
日
、
古
曽
部

防
災
公
園
体
育
館
、
桃
園
小
学

校
体
育
館
で

小
学
校
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
男
子

チ
ー

ム
、女
子

チ
ー
ム
が
参
加
し
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
に
会

場
内
は
熱
気
と
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
優
勝
し
た
の
は
、
男

子
・
五
百
住
小
学
校
と
女
子
・

五
領
小
学
校
で
し
た
。
６
年
生

は
小
学
校
最
後
の
大
会
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仲
間
と
と
も

に
精
一
杯
力
を
発
揮
し
、
思
い

出
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

【
大
会
結
果
】

男
子

五
百
住

土
室

阿
武

山
、
安
岡
寺

女
子

五
領

桜
台

上
牧
、
郡
家

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
全
て
の
市
立
小
・
中
学
校
で
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
、
横
の
連
携
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
て
い

ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
向
上
さ
せ
る
の
は
、
学
校
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
理
解
し
、
責
任
を
果

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
互
い
に
協
力
し
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
全
体
の
教
育

力
を
高
め
る
の
が
同
取
り
組
み
で
す
。

今
号
で
は
、
各
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
中
学
校
で
は
、
昨
年

月
２
日
、

子
ど
も
た
ち
に
夢

と
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
テ
ー
マ
に

企
業
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

の
協
力
を
得
て

年
後
も
家

族
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
家

を

テ
ー
マ
に
、
将
来
住
み
た
い
夢

の
家
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

階
段
の
昇
り
降
り
が
つ
ら
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
付
け
た
家
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
家
を
発
表
し
ま
し

た
。住

宅
会
社
の
人
と
一
緒
に
夢

の
家
を
考
え
た
１
年
生
は
、
家

族
の
顔
を
思
い
描
き
、
喜
ぶ
こ

と
を
考
え
る
の
は
楽
し
い

自
分
の
得
意
な
こ
と
や
興
味

の
あ
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と

を
生
か
し
て
夢
を
か
な
え
た

い

い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
え
た
の
で
、
理
想
の

家
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

協
力
し
て
何
か
を
つ
く
る
の
が

こ
ん
な
に
楽
し
い
ん
だ
と
思
っ

た

な
ど
通
常
の
授
業
で
は
味

わ
え
な
い
経
験
に
、
充
実
し
た

表
情
で
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

災害時に備えた道具の数々を興味津々に見学する磐手小の児童

白衣を着て看護師体験する阿武山小の児童白衣を着て看護師体験する阿武山小の児童

阿
武
山
小
学
校
で
は
、
６
年

生
の
子
ど
も
た
ち
が
働
く
こ
と

を
通
し
て
人
や
社
会
に
関
わ

り
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て

職
業
体
験

を
昨
年

月

日
に
実
施
。
地
域
の
団
体
に

協
力
を
依
頼
し
、
校
内
の
特
別

教
室
や
体
育
館
な
ど
に
病
院
、

飲
食
店
、
消
防
署
な
ど

業
種

の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
を
子
ど
も
た
ち
が
体

験
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
ス
タ

ッ
フ
や
保
護
者
の
協
力
を
得
て

丁
寧
な
指
導
・
支
援
を
し
て
も

ら
い
、
子
ど
も
た
ち
は
働
く
こ

と
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
に
触

れ
、
目
を
輝
か
せ
て
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

磐
手
小
学
校
で
は
、
５
・
６

年
生
が
１
月

日
、
関
西
大
学

社
会
安
全
学
部
を
訪
問
し
、
災

害
用
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
施
設
を

見
学
。
そ
の
後
、
同
大
学
教
授

に
よ
る

危
機
管
理
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

を
テ
ー
マ
と
し
た

講
義
を
大
学
生
と
一
緒
に
受
け

ま
し
た
。

普
段
と
は
違
う
環
境
で
授
業

を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、

災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
が
減
ら
す
こ
と
は
で
き

る
、
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

っ
た

も
し
火
事
に
な
っ
た

ら
ど
う
行
動
し
た
ら
い
い
の

か
、
雷
が
鳴
っ
た
と
き
や
大
雨

の
と
き
に
行
っ
て
は
い
け
な
い

場
所
な
ど
危
険
な
場
所
が
分
か

っ
た

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
本
紙

面
掲

載
の
阪
急
富
田
駅
の
巨
大
絵
画

制
作
や
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
の
無
線
交
信
な
ど
各
小
・

中
学
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
学
校
だ
よ
り
や
、
各
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。問合先

教
育
指
導
課

・
７
６
３
１

問合先

児童が提案した献立児童が提案した献立
学校給食に登場学校給食に登場

全国学校給食週間の取り組みの一つ
として、全小学校の５・６年生を対象
に学校給食の献立を募集しました。今
年度のテーマは 魚か豆を使ったごは
んにあう料理 。応募総数 件の
中から、１月 日に五領小学校６年生
の林菜央さんが提案した さばの豆カ
レー が、２月 日には如是小学校の
６年生が提案した ひよこ豆ピラフ
が市立小学校の給食に登場しました。

さばの豆カレー は、カレーにさ
ばを入れるアイデアがよく、大豆、赤
インゲン豆といった豆類や野菜も食べ
ることができ、栄養のバランスにも優
れています。
また ひよこ豆ピラフ は、児童に
人気のあるピラフに、ひよこ豆を取り
入れ、豚肉や野菜なども使用しており、
栄養のバランスにも優れている点が評
価され採用されました。
問合先 保健給食課（ ・ ）

五領小・林菜央さん提案のさばの豆カレー。クラスメ
ートにもおいしいと好評でした

新
１
年
生
と
在
校
生
が
交
流

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ト
を
実
施

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ト
を
実
施

市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
度

に
入
学
す
る
新
小
学
１
年
生
と

保
護
者
の
不
安
を
解
消
し
、
安

心
し
て
小
学
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
、

わ
く
わ
く

ス
タ
ー
ト

の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
１

月

日
に
全
市
立
小
学
校
で
一

斉
に
学
校
見
学
・
入
学
説
明
会

や
在
校
生
と
の
交
流
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

不
安
解
消
の
た
め

前
向
き
な
言
葉
を

入
学
を
前
に
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
生
活
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ト
当
日
に
配

布
し
た
冊
子

も
う
す
ぐ
１
ね

ん
せ
い

を
一
緒
に
ご
覧
い
た

だ
き
、

小
学
校
で
は
勉
強
し

た
り
遊
ん
だ
り
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
よ

な
ど
、
前

向
き
な
言
葉
を
掛
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
心
配
ご
と
や

悩
み
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
各
小

学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

指定校の変更は相談を

中
学
校

中
学
校

部
活
動

部
活
動

教
育
特
集

教
育
特
集

この４月に小・中学校へ入学する人
で、次の事情で、指定された学校の変
更を希望する場合は、学務課へお問い
合わせください。
●転居が確定している場合や住居建て
替えのため、仮住まいをする場合に、
新住居や建て替え中の住居がある地域
の学校に入学を希望する人
条件 ９月末までに入居できる 通
学時間がおおむね１時間以内
必要書類 転居先の住所と入居時期
が分かる契約書など ※そのほか基準
など詳しくはお問い合わせください。
また、私学に入学する場合は、その学
校の 入学許可書 を持って直接、学
務課（総合センター 階）へ
問合先 学務課（ ）

第八中バレーボール部
外部指導者

那須力弥己さん

身ぶり手ぶりも
交えた熱心な指
導

▲



ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
の
軽
自
動

車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
年
額
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
し
て
も

還
付
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
盗
難
や
廃
棄
に
よ
っ
て

課
税
物
件
が
な
く
な
っ
て
も
、

廃
車
届
け
が
な
い
と
課
税
さ
れ

ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
や

書
類
な
ど
が
な
く
、
手
続
き
が

ま
だ
の
人
は
、
早
め
に
税
制
課

（
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

番
窓

口

・
７
１
３
４
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

を
超
え
る
二
輪
車
の
手
続

き
は
大
阪
運
輸
支
局
（

・

５
５
４
０
・
２
０
５
８
）
へ
、

軽
自
動
車
の
手
続
き
は
、
軽
自

動
車
検
査
協
会
（

・
５
８

７
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
先

税
制
課
（

・
７

１
３
４
）

ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
の
軽
自
動
車

ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
の
軽
自
動
車

廃
車
手
続
き
は
４
月
１
日
ま
で

廃
車
手
続
き
は
４
月
１
日
ま
で

市
営
高
槻
駅
南
立
体
駐
車
場

の
ハ
イ
ル
ー
フ
車
対
応
の
工
事

が
完
了
し
、
高
さ
２
・

ま

で
の
車
は
入
庫
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
車
種
に

よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

駐
車
場
係
員
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

問
合
先

同
駐
車
場
（

・

３
６
６
１
）

市
は
、
市
営
葬
儀
式
場
で
粗

供
養
品
、
仕
出
料
理
、
貸
布
団
、

貸
衣
装
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
取
り
扱
う
業
者
の
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。
登
録
を

希
望
す
る
業
者
は
、
説
明
会
に

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
３
日

午
後
２
時

現
在
登
録
し
て
い
る
業
者

３
時

新
た
に
登
録
希
望
の
業

者会
場

総
合
セ
ン
タ
ー

階
会

議
室

問
合
先

斎
園
課
（

・
７

市
営
高
槻
駅
南
立
体
駐
車
場

市
営
高
槻
駅
南
立
体
駐
車
場

ハ
イ
ル
ー
フ
車
対
応
に

ハ
イ
ル
ー
フ
車
対
応
に

葬
儀
関
連
商
品
取
扱
業
者

葬
儀
関
連
商
品
取
扱
業
者

の
登
録
を
受
け
付
け

の
登
録
を
受
け
付
け

１
９
２
）

国
民
健
康
保
険
料
第

期
普

通
微
収
の
納
期
限
は
２
月

日

で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

国
民
健
康
保
険
課

（

・
７
０
７
６
）

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
は
３
月
２

日

は
休
館
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、

高
槻
駅
前
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
市
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
館
内
に
あ

る
す
べ
て
の
窓
口
は
閉
庁
し
ま

す
。
６
月
１
日

の
会
議
室
な

国
民
健
康
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料

納
期
限
は
２
月

日

納
期
限
は
２
月

日

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

３
月
２
日
休
館

３
月
２
日
休
館

ど
の
申
し
込
み
・
９
月
１
日

の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
使
用
申

し
込
み
は
、
３
月
３
日

に
行

い
ま
す
。

市
は
、
２
月
１
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
部
長

級
以
上
は
次
の
と
お
り
で
す

（
か
っ
こ
内
は
旧
職
）
。

【
市
長
事
務
部
局
】

政
策
財
政
部
理
事
（
議
会
事
務

局
長
）
斎
藤
卓
夫

総
務
部
長

兼
法
務
課
長
（
総
務
部
長
）
新

美
英
代

人
事
異
動

人
事
異
動

【
議
会
事
務
部
局
】

事
務
局
長
（
総
務
部
部
長
代
理

兼
法
務
課
長
）
津
田
泰
史

（
敬
称
略
、
寄
付
順
）

市
関
係
分

青
地
美
樹

１
万

３
千

円

青
地
朋
実

１
万

３
千

円

市
社
会
福
祉
協
議
会
分

ひ
か

り
交
通

８
千
円

堤
菊
美

１
万
円

藤
飯
京
子

５
千
円

吉
田
と
よ
子

１
万
円

介
護
保
険
料
第
９
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期
普

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
納
期
限
は
２
月

日

療
保
険
料
納
期
限
は
２
月

日

通
徴
収
の
納
期
限
は
２
月

日

で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康

保
険
課
（

・
７
０
７
６
）
。

３
月

日

午
前
９
時

分

集
合
、
午
後
４
時

分
解
散
予

定
。
淡
路
島
観
光
。
対
象
は

高
齢
者
バ
ス

こ
と
ぶ
き
号

高
齢
者
バ
ス

こ
と
ぶ
き
号

日
帰
り
バ
ス
旅
行

日
帰
り
バ
ス
旅
行

歳
以
上
の
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入

者
で
平
成

年
６
・
９
・

月

の
旅
行
に
未
参
加
の
人
。

人

（
多
数
抽
選
）
。
４
千

円
。

申
し
込
み
は
３
月
３
日
（
月
・

必
着
）ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、

申
込
者
全
員
（
２
人
ま
で
）
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
長
寿
生
き
が
い

課
（

・
７
１
８
５
）
へ
。

平
成

年
度
整
備
分
の
高
槻

北
圏
域
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
募

集
。
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
。
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

１
カ
所

認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

１

カ
所
。
福
祉
指
導
課
（

・

７
８
２
１
）
。

公
園
な
ど
で
花
の
植
え
付
け

や
管
理
を
行
い
、
地
域
緑
化
を

推
進
す
る

花
い
っ
ぱ
い
街
づ

く
り
事
業

の
趣
旨
に
賛
同
す

る
自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体
を

募
集
。
市
は
年
２
回
、
団
体
へ

の
花
苗
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
２
月

日

３

月

日

に
所
定
の
用
紙
を
持

っ
て
直
接
、
市
緑
花
推
進
連
絡

会
（
市
役
所
本
館
５
階
環
境
緑

政
課
内

・
７
５
１
２
）へ
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

花
い
っ
ぱ
い
街
づ
く
り

花
い
っ
ぱ
い
街
づ
く
り

事
業
参
加
団
体

事
業
参
加
団
体

応
募
用
紙
は
同
課
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
。

昼
の
部

４
月
２
日

６
月

日
の
月
・
水
曜
日

夜
の
部

４
月
２
日

８
月

日
の
水

曜
日
。
各
全

回
。
会
場
は
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
講
師

は
市
聴
力
障
害
者
協
会
。
対
象

は
中
学
校
卒
業
以
上
で
手
話
講

座
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
、
手

話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
。
各

人
（
多
数
抽
選
）
。
各
２
千

円
。
申
し
込
み
は
３
月

日

（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
往

復
は
が
き
に
、
希
望
の
部
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

手
話
講
習
会

手
話
講
習
会

入
門
コ
ー
ス
受
講
者

入
門
コ
ー
ス
受
講
者

ン
タ
ー
（
〒

・
０
８
０
４
紺

屋
町
３
番
１
号

号

・
２

２
０
０
）
へ
。

関
西
大
学
が
地
域
貢
献
の
取

り
組
み
と
し
て
、同
図
書
館（
白

梅
町
）
を
一
般
開
放
。
平
成

年
度
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
利
用
期
間
は
４
月

来
年

３
月
（
７
・
１
月
は
利
用
制
限

あ
り
）
。
登
録
料
６
千
円
。
対

象
は
市
内
在
住
の

歳
以
上

（
大
学
生
、
大
学
院
生
、
大
学

教
職
員
は
除
く
）
。
申
し
込
み

は
３
月
８
日

日

に
公

的
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
直

接
、
同
図
書
館
（

・
４
１

３
６
）
へ
。

総
務
省
が
統
計
の
日
（

月

日
）
の
周
知
を
図
る
た
め
、

標
語
を
募
集
。
募
集
期
限
は
３

月

日

。
応
募
要
領
は
総
務

課
（
市
役
所
本
館
４
階

・

７
４
１
８
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
。

関
西
大
学
ミ
ュ
ー
ズ

関
西
大
学
ミ
ュ
ー
ズ

大
学
図
書
館
一
般
開
放
利
用
者

大
学
図
書
館
一
般
開
放
利
用
者

統
計
の
日

の
標
語

統
計
の
日

の
標
語

芥川に河川警報装置を設置
市は、芥川沿いの下

記の場所に、河川警報

装置を設置しました。

大雨・洪水注意報や警

報などの発令時に、ア

ナウンスと回転灯で、

河川利用者にお知らせ

します。雨が降り出し

たら河川が急激に増水

する可能性があります。直ちに川から離れましょう。

設置箇所 摂津峡、芥川緑地、桜堤公園、 下流、

阪急下流、城西橋上流

問合先 下水河川企画課（ ・ ）

平
成

年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

時
か
ら
。
な
お
、
議
事
の
都

合
で
、
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

日
程

２
月

日

、
３
月

日

議
会
運
営
委
員
会

２

月

日

、
３
月
５
日

・
６

日

・
７
日

・

日

・

日

本
会
議

日

福

祉
企
業
委
員
会

日

都

市
環
境
委
員
会

日

文

教
市
民
委
員
会

日

総

務
消
防
委
員
会

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

審
議
会
な
ど
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
は

事
前
に
各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
社
会
福
祉
審
議
会
障
が
い
者

福
祉
専
門
分
科
会
】
２
月

日

午
前

時

分
か
ら
市
役
所

本
館
３
階
第
２
委
員
会
室
で
。

障
が
い
福
祉
課
（

・
７
１

６
４
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会
】

３
月
２
日

午
前

時
か
ら
総

合
セ
ン
タ
ー

階
選
挙
管
理
委

員
会
室
で
。
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（

・
７
６
７
６
）

【
農
業
委
員
会
定
例
会
】
３
月

日

午
後
１
時

分
か
ら

た
か
つ
き
本
店
（
城
北
町
）

で
。
農
業
委
員
会
事
務
局
（

・
７
４
２
１
）

議
会
日
程

議
会
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

問合先 移動図書館（ ・ ）

日 程 時 間 駐車場所

４日
： ： 原公民館

： ： 樫田小学校

５日 ： ： 川西小学校

６日 ： ： 松が丘二丁目９番

７日 ： ： 五領小学校

日
： ： 川久保バス停前

： ： 磐手公民館

日 ： ： 東上牧二丁目つばき公園

日
： ： 総持寺団地

： ： 玉川橋団地

日 ： ： 赤大路コミュニティセンター

日
： ： 府営高槻城東住宅

： ： 城南町二丁目かんな児童遊園

日
： ： 下田部団地登町住民センター

： ： 竹の内コミュニティセンター

日
： ： 府営深沢住宅集会所前

： ： 大冠北第１コミュニティセンター

日
： ： 月見台あやめ児童遊園横

： ： 今城塚公民館

日 ： ： 宮野町サニーハイツ

日 程 時 間 駐車場所

賞賞
味味
期期
限限
、、消消
費費
期期
限限
にに
高高
いい
関関
心心

食食品品ロロスス削削減減対対策策

平平
成成

年年
度度

　平成26年（2014年） 2月25日�TAKATSUKI  CITY  NEWS 8情 報 プ ラ ザ �



9 No.1306情 報 プ ラ ザ �

３
月
８
日

午
後
１
時

分

３
時

分
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥

川
で
。
講
師
は
な
に
わ
ホ
ネ
ホ

ネ
団
・
西
澤
真
樹
子
さ
ん
。
小

学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
２
月

日

か
ら
電

話
で
、
同
館
（

・
５
０
４

１
）
へ
。

い
ず
れ
も
会
場
は
同
セ
ン
タ

ー
。
申
込
順
各

人
。
申
し
込

み
は
２
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
（

・

０
９
２
１
）
へ
。

【
男
の
料
理
教
室
】
毎
月
第
１

・
３
火
曜
日
の
午
前

時

午

後
１
時
。
入
会
金
千
円
、
受
講

料
各
月
２
千
円
、
教
材
費
各
月

千
円

【
ス
ペ
イ
ン
語
入
門
】
毎
月
第

講
座

岩
手
・
宮
城
に
行
っ
て

講
座

岩
手
・
宮
城
に
行
っ
て

き
ま
し
た
博
物
館
の
東
北
支
援

き
ま
し
た
博
物
館
の
東
北
支
援

阿
武
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

阿
武
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

１

３
水
曜
日
の
午
後
２
時

分

４
時

分
。入
会
金
千
円
、

受
講
料
各
月
３
千
円

民
舞
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
パ

ン
作
り
、
青
竹
踏
み
、
そ
ろ
ば

ん
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、
バ

レ
エ
。
い
ず
れ
も
会
場
は
同
セ

ン
タ
ー
。
申
込
順
各

人
。
入

会
金
千
円
、受
講
料
１
回

円
。

申
し
込
み
は
２
月

日

か
ら

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
（

・

４
１
１
１
）
へ
。

こ
ど
も
体
育
（
５
・
６
歳
）
、

こ
ど
も
英
会
話
（
新
小
学
１
・

２
年
生
）
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
２

歳

就
学
前
）
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

太
極
拳
、
陶
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
、

着
付
け
、
実
用
書
道
、
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
。
い

ず
れ
も
会
場
は
同
セ
ン
タ
ー
。

申
込
順
各

人
。
受
講
料
千
円

千

円
。別
途
材
料
費
必
要
。

申
し
込
み
は
２
月

日

か
ら

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
（

・

５
５
６
３
）
へ
。

清
水
池
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

清
水
池
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

赤
大
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

赤
大
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

４

９
月
に
総
合
セ
ン
タ
ー

４
階
で
。
各
全

回
。
対
象
は

歳
以
上

歳
以
上
。

申
込
順

人

人

人
。受
講
料
９
千
円

２
万
円
。

申
し
込
み
は
２
月

日

３

月

日

に
電
話
か
直
接
、
都

市
交
流
協
会
（

・
７
３
９

６
）
へ
。

３
月
１
日

午
前

時

正

午
に
赤
大
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
。
講
師
は
大
阪
医
科

大
学
教
授
・
杉
野
正
一
さ
ん
。

先
着

人
。
無
料
。
市
人
権
ま

ち
づ
く
り
協
会
（

・
７
８

７
８
）
。

４

９
月
の
午
後
６
時

分

８
時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高

槻
で
。
各
全

回
。
申
込
順
各

人
。
１
万
９
千
円
（
教
材
費

別
途
必
要
）
。
申
し
込
み
は
２

月

日

３
月

日

に
電

話
で
、
市
日
中
友
好
協
会
（

４
月
開
講
講
座

英
会
話

４
月
開
講
講
座

英
会
話

中
国
語
会
話

太
極
拳

中
国
語
会
話

太
極
拳

早
春
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

早
春
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

も
の
忘
れ
が
気
に
な
っ
た
ら

も
の
忘
れ
が
気
に
な
っ
た
ら

中
国
語
教
室

中
国
語
教
室

・
５
５
６
１
）
へ
。

３
月

日

午
後
１
時

分

高
次
脳
機
能
障
が
い
支
援
普
及

高
次
脳
機
能
障
が
い
支
援
普
及

あ
な
た
が
生
活
の
主
人
公
と
し
て

あ
な
た
が
生
活
の
主
人
公
と
し
て

５
時
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。

先
着

人
。
無
料
。
高
槻
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（

・

８
１
３
０
）
。

お寺と酒蔵の見学会が開かれたよ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

３
月

日

午
前

時

正

春
を
感
じ
る
寄
せ
植
え
講
座

春
を
感
じ
る
寄
せ
植
え
講
座

午
に
磐
手
公
民
館
（

・
２

１
１
０
）
で
。
講
師
は
園
芸
店

・
杉
永
吉
全
さ
ん
。
申
込
順

人
。
２
千
円
。

３
月

日

午
前

時

正

午
に
城
内
公
民
館
（

・
４

６
４
４
）
で
。
講
師
は
携
帯
電

話
会
社
安
全
教
室
講
師
。
申
込

順

人
。

３
月

日

日

の

解
決

不
安
と
疑
問

ス
マ
ホ

解
決

不
安
と
疑
問

ス
マ
ホ

・
ケ
ー
タ
イ
知
っ
得
情
報

・
ケ
ー
タ
イ
知
っ
得
情
報

睡
眠
力
講
座

睡
眠
力
講
座

眠
り
で
体
と
脳
を
元
気
に

眠
り
で
体
と
脳
を
元
気
に

午
前

時

時

分
に
富
田

公
民
館
（

・
１
６
７
１
）

で
。
講
師
は

滋
賀
医
科
大
学

教
授
・
宮
崎
総
一
郎
さ
ん

ハ

ー
ブ
研
究
家
・
高
山
清
美
さ

ん
。
申
込
順
各

人
。

３
月

日

午
前

時

時

分
に
阿
武
山
公
民
館
（

う
ま
味
の
秘
密

う
ま
味
の
秘
密

大
人
の
味
覚
教
室

大
人
の
味
覚
教
室

・
０
１
８
８
）
で
。
講
師
は

食
品
メ
ー
カ
ー
・
山
田
幹
夫
さ

ん
。
申
込
順

人
。

３
月
７
日

午
後
１
時

分

３
時

分
に
如
是
公
民
館

（

・
１
８
６
６
）
で
。
講

師
は
医
師
・
長
谷
斉
さ
ん
。
申

込
順

人
。

３
月
１
日

・
２
日

の
午

前

時

午
後
５
時
（
２
日
は

足
腰
の
衰
え
、
ロ
コ
モ
に

足
腰
の
衰
え
、
ロ
コ
モ
に

勝
つ

運
動
を
ク
ス
リ
に

勝
つ

運
動
を
ク
ス
リ
に

五
領
公
民
館

五
領
公
民
館

希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

４
時
ま
で
）
に
同
館
（

・

６
１
６
９
）
で
。
同
館
利
用
サ

ー
ク
ル
な
ど
の
作
品
展
示
、
舞

台
発
表
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

３
月

日

午
前

時

正

午
に
五
領
公
民
館
（

・
６

１
６
９
）
で
。
三
線
・
ピ
ア
ノ

・
ウ
ク
レ
レ
・
ギ
タ
ー
の
コ
ラ

ボ
。
申
込
順

人
。

３
月

日

午
前

時

正

春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

沖
縄
の
音
楽
と
お
話

沖
縄
の
音
楽
と
お
話

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

あ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

あ
な

た
の
気
持
ち
伝
わ
り
ま
し
た
？

た
の
気
持
ち
伝
わ
り
ま
し
た
？

午
に
芥
川
公
民
館
（

・
１

４
２
３
）
で
。
講
師
は
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
ネ
ス
・
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
・
高
崎
幸
子
さ
ん
。
申
込

順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期

限
は
３
月
３
日

）
。

３
月

日

午
前

時

正

午
に
北
清
水
公
民
館
（

・

３
１
９
０
）
で
。

ど
ん
ぐ
り

と
山
猫

の
朗
読
劇
を
つ
く
っ

て
上
演
。
講
師
は
俳
優
・
広
田

ゆ
う
み
さ
ん
、二
口
大
学
さ
ん
。

申
込
順

人
。

俳
優
と
声
に
出
し
て
読
み
た
い

俳
優
と
声
に
出
し
て
読
み
た
い

宮
沢
賢
治
の
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫

宮
沢
賢
治
の
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫

３
月

日

午
前

時

正

午
に
南
大
冠
公
民
館
（

・

１
４
７
７
）
で
。
講
師
は
手
作

り
楽
器
演
奏
者
・
太
田
て
じ
ょ

ん
さ
ん
。
申
込
順

人
。

３
月

日

午
後
１
時

３

時
に
日
吉
台
公
民
館
（

・

６
６
３
６
）
で
。
出
演
は
ジ
ャ

ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
・
阪
井
楊
子

さ
ん
ほ
か
。
申
込
順

人
。

稲
穂
塾
共
催
事
業

歌
っ
て

稲
穂
塾
共
催
事
業

歌
っ
て

笑
っ
て
、
ホ
ッ
カ
ホ
カ

笑
っ
て
、
ホ
ッ
カ
ホ
カ

高
槻
ジ
ャ
ズ
ス
ト
先
行
ラ
イ
ブ

高
槻
ジ
ャ
ズ
ス
ト
先
行
ラ
イ
ブ

日
吉
台

日
吉
台

子
ど
も
向
け
の
催
し

子
ど
も
向
け
の
催
し

３
月

日

午
前

時

正

午
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
講

師
は
高
槻
ス
カ
ウ
ト
連
絡
会
。

対
象
は
５
歳

小
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
２
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー（

・
３
７
２
４
）

へ
。３

月

日

・

日

・

日

の

午
前

時

正
午

午
後
１
時

分

３
時

分
に

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
講
師
は

女
流
棋
士
・
鹿
野
圭
生
さ
ん
。

対
象
は

新
小
学
１
年
生
・
小

学
１

３
年
生

小
学
４
年
生

中
学
生
。
各

人
（
多
数
抽

選
）
。
無
料
。
申
し
込
み
は
２

月

日

３
月
５
日
（
水
・

必
着
）
に
電
子
申
込
か
は
が
き

わ
ん
ぱ
く
・
お
て
ん
ば
ク
ラ
ブ

わ
ん
ぱ
く
・
お
て
ん
ば
ク
ラ
ブ

ゴ
ム
鉄
砲
を
作
ろ
う

ゴ
ム
鉄
砲
を
作
ろ
う

子
ど
も
将
棋
入
門
教
室

子
ど
も
将
棋
入
門
教
室

初
め
て
将
棋
に
ふ
れ
て
み
よ
う

初
め
て
将
棋
に
ふ
れ
て
み
よ
う

を
持
っ
て
直
接
ま
た
は
、
往
復

は
が
き
に
、
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
学
校
名

・
学
年
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０

８
０
４
紺
屋
町
１
番
２
号

・
３
７
２
４
）
へ
。

３
月

日

午
前

時

分

正
午
に
春
日
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
で
。

ブ
レ
ー
メ
ン

の
音
楽
隊

な
ど
。
出
演
は
劇

団
・
グ
ル
ー
プ
ま
つ
ぼ
っ
く

り
。対
象
は
３
歳

小
学
生（
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）
。
申

込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み

は
２
月

日

か
ら
電
話
か
直

接
、
春
日
青
少
年
交
流
セ
ン
タ

ー
（

・
９
６
０
４
）
へ
。

３
月

日

・

日

の
午

前

時

午
後
３
時
に
ク
ロ
ス

パ
ル
高
槻
で
。
ゲ
ー
ム
、
カ
プ

親
子
で
楽
し
む
人
形
劇

親
子
で
楽
し
む
人
形
劇

遊
ぼ
う

ク
ロ
ス
パ
ル
で

遊
ぼ
う

ク
ロ
ス
パ
ル
で

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
そ
う
べ
え

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
そ
う
べ
え

ラ
、
プ
チ
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

コ
ー
ナ
ー
（

日
午
後
１
時
か

ら
。

円
）
な
ど
。
次
の
催
し

は
申
し
込
み
が
必
要
。

【
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験
講
座
】

日

午
前

時

正
午
。
対

象
は
小
学
生
。

人
（
多
数
抽

選
）
。

円
。
申
し
込
み
は
２

月

日

３
月
７
日
（
金
・

必
着
）
に
電
子
申
込
か
は
が
き

を
持
っ
て
直
接
ま
た
は
、
往
復

は
が
き
に
、
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
学
校
名

・
学
年
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

富
田
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

（
〒

・
０
８
１
４
富
田
町
四

丁
目

番

号

・
５
４
５

４
）
へ

３
月

日

午
前

時

正

午
に
春
日
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
で
。
講
師
は
手
話
落
語
家

・
交
遊
亭
楽
笑
さ
ん
。
対
象
は

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。

組

（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。
申
し

込
み
は
３
月
３
日

日

に
電
子
申
込
か
直
接
ま
た
は
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
春
日
青

少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（

・

９
６
０
４
、

・
９
６
０
５
）

親
子
手
話
教
室

た
の
し
く

親
子
手
話
教
室

た
の
し
く

学
ぶ
し
ゅ
わ
ー
る
ど

学
ぶ
し
ゅ
わ
ー
る
ど

へ
。３

月
８
日

午
前

時

午

後
２
時
に
同
館
で
。
稲
穂
塾
共

催
事
業

ふ
れ
あ
い
広
場

、

出
前
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
そ
う
べ

え
、
テ
ケ
テ
ケ
は
に
た
ん
、
ペ

ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
。無
料
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
次
の
催

し
は
２
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
同
館
（

・
６
６
３

６
）
へ
。

【
人
形
劇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

午
前

時

時

分
。
出
演

は
ル
ン
ル
ン
か
あ
ち
ゃ
ん

。

対
象
は
２
歳

小
学
生
（
未
就

学
児
は
保
護
者
同
伴
）
。
申
込

順

人

【
香
水
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
】
午

前

時
か
ら

時
か
ら
。
対

象
は
小
学
生
。
申
込
順

人
。

円３
月

日

午
前

時

正

午
に
三
箇
牧
公
民
館
で
。
講
師

は
国
土
交
通
省
職
員
。
対
象
は

小
学
生
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は
２
月

日

か
ら

電
話
か
直
接
、
同
館
（

・

０
９
６
５
）
へ
。

日
吉
台
公
民
館

日
吉
台
公
民
館

こ
ど
も
ま
つ
り

こ
ど
も
ま
つ
り

リ
ニ
ア
に

ゲ
ー
ジ

リ
ニ
ア
に

ゲ
ー
ジ

す
ご
い
ぞ
未
来
の
鉄
道
大
集
合

す
ご
い
ぞ
未
来
の
鉄
道
大
集
合

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
２
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、
定
員
は
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法

日程・会場 ４ ７月・９月の
土曜日午前９時 時 分 同ア
リーナ ※全 回
対象・定員 ５ 歳の未経験
者で公共交通機関で通える人
人（多数抽選）
費用 年額 円、靴代月額
円（別途傷害保険料必要）

申込方法 ３月８日（土・必着）
までに往復はがきに、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、同アリ
ーナ事務局（〒 ・ 霊仙寺町
二丁目１番１号 ・ ）へ

関西大学アイスアリーナ関西大学アイスアリーナ

スケート教室スケート教室

ベベ
テテ
ララ
ンン
保保
護護
司司
がが
アア
ドド
ババ
イイ
スス

悩悩
みみ
をを
じじ
っっ
くく
りり
聴聴
きき
温温
かか
くく
寄寄
りり
添添
うう

更更
生生
保保
護護
ササ
ポポ
ーー
トト
セセ
ンン
タタ
ーー

和和
紙紙
をを
使使
っっ
てて

おお
ひひ

なな
ささ
まま

をを
作作
ろろ
うう

今今
城城
塚塚
古古
代代
歴歴
史史
館館
講講
演演
会会

歩歩
学学
・・
高高
槻槻
新新
発発
見見

春春
のの

樫樫
田田
散散
策策
とと
一一
休休
禅禅
師師
庵庵

稲稲
穂穂
塾塾
共共
催催
事事
業業

気気
にに

なな
るる
地地
名名
、、
広広
がが
るる
ロロ
ママ
ンン

茶茶
俗俗

おお
茶茶
のの
文文
化化
とと

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン

しし
ろろ
ああ
とと
歴歴
史史
館館
企企
画画
展展
記記
念念

講講
座座

日日
本本
のの
甲甲
冑冑
をを
語語
るる

今今
城城
塚塚
古古
代代
歴歴
史史
館館

特特
別別
展展
関関
連連
講講
座座

２月６日、普門寺（富田町四）で２月６日、普門寺（富田町四）で



転転入入 転転出出
３
月
１
日

、
４
月
５
日

の
午
前

時

時

分
に
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
。

育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
依

頼
会
員
と
援
助
し
た
い
提
供
会

員
を
募
集
。
申
込
順

人
。
無

料
。
保
育
あ
り
（
１
歳

就
学

前
、

人
）
。
申
し
込
み
は
２

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（

・
３
３
３
７
）

へ
。 フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
３
・
４
月
の
説
明
会

セ
ン
タ
ー
３
・
４
月
の
説
明
会

３
月

日

保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
１
１
０
８
）

日

西
部
地
域
保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
９
４
６
０
）
。
い

ず
れ
も
午
前

時

時

分
。
対
象
は
平
成

年
５

８

月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順
各

組
。
無
料
。

申
し
込
み
は
２
月

日

か
ら

電
話
で
、
各
セ
ン
タ
ー
へ
。

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

い
ず
れ
も
４

９
月
の
第
２

・
３
月
曜
日
に
同
セ
ン
タ
ー

で
。
申
込
順
各

組
。
受
講
料

月
各
千

円
。
申
し
込
み
は
２

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、

同
セ
ン
タ
ー
（

・
０
９
２

１
）
へ
。

【
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
遊
び
】

午
前

時

分

午
後
０
時

分
。
対
象
は
６
カ
月

１
歳
６

カ
月
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
リ
ト
ミ
ッ
ク

英
語

親
子

ふ
れ
あ
い
遊
び
】
午
前
９
時

分

時

分
。
対
象
は
１
歳

６
カ
月

３
歳
の
未
就
園
児
と

阿
武
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

阿
武
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

セ
ン
タ
ー
４
月
開
講
講
座

３
月
５
日

午
後
２
時

３

時
に
阿
武
山
公
民
館
で
。
宮
本

輝
著

夜
空
の
赤
い
灯

ほ
か
。

朗
読
は
小
寺
池
朗
読
グ
ル
ー

プ
。
先
着

人
。
無
料
。
同
図

書
館
（

・
９
３
３
３
）
。

３
月

８
日

午
前
９
時

分

正
午

富
田
え
え
と
こ
再

阿
武
山
図
書
館
朗
読
会

阿
武
山
図
書
館
朗
読
会

ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
で

ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
で

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

発
見
ウ
ォ
ー
ク

日

午
後

６
時

８
時

講
座

お
も
し

ろ
い
ま
ち
づ
く
り

日

午
後
２
時

４
時

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

地
域
活
動
の
ヒ
ケ
ツ

。

会
場
は
富
田
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
。
申
込
順

各

人

人
。

円

無

料
。
申
し
込
み
は
２
月

日

３
月
４
日

に
電
話
か
直

接
、
同
セ
ン
タ
ー
（

・
５

４
５
１
）
へ
。

３
月
９
日

午
後
２
時

４

時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（

・
７
７
０
０
）
１
階
展
示
ホ

ー
ル
で
。
出
演
は
噺
の
会
じ
ゅ

高
槻
市
民
寄
席

高
槻
市
民
寄
席

げ
む
。
先
着

人
。
無
料
。

３

５
月
の
土
曜
日
午
前

時

分
か
ら
同
館
（

・
２

８
８
０
）
で
。
洋
画

哀
愁

ほ
か
。
先
着
各

人
。
無
料
。

３
月
８
日

午
後
１
時

分

３
時

分
に
障
が
い
者
福
祉

小
寺
池
図
書
館
土
曜
映
画
会

小
寺
池
図
書
館
土
曜
映
画
会

精
神
障
が
い
の
あ
る
方

精
神
障
が
い
の
あ
る
方

の
就
労
を
考
え
る
つ
ど
い

の
就
労
を
考
え
る
つ
ど
い

セ
ン
タ
ー
で
。
先
着

人
。
無

料
。
社
会
福
祉
法
人
明
星
福
祉

会
（

・
７
５
８
８
）
。

３
月

日

日

の
午

前

時

午
後
４
時
に
郡
家
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
無
料
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
同
会
（

・
９
０
２
９
）
。

３
月

日

午
後
２
時

４

時
に
亀
屋
旅
館
（
芥
川
町
二
）

で
。
申
込
順

人
。
千

円
。

申
し
込
み
は
２
月

日

３

月

日

に
電
話
で
、
講
談
落

語
友
の
会
（

・
７
６
２
８

太
閤
堂
新
玄
）
へ
。

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
演
芸
大
会

連
合
会
演
芸
大
会

高
槻
で
講
談
を
聞
く
会

高
槻
で
講
談
を
聞
く
会

地
域
に
開
く
保
育

３
月
の
予
定

地
域
に
開
く
保
育

３
月
の
予
定

い
ず
れ
も
午
前

時
か
ら
。

無
料
。当
日
直
接
、各
保
育
所
へ
。

【
如
是
保
育
所
（

・
０
１

６
１
）
】
月

金
曜
日

園
庭

開
放
（

日

除
く
）

６
日

お
楽
し
み
会

【
春
日
保
育
所
（

・
５
０

２
２
）
】
４
日

園
庭
開
放
、

身
体
計
測

日

パ
ラ
バ

ル
ー
ン
で
遊
ぼ
う

【
阿
武
野
保
育
所
（

・
３

８
０
１
）
】
４
日

人
形
劇

【
北
昭
和
台
保
育
所
（

・

８
８
６
６
）
】
１

日
の
月

金
曜
日

園
庭
開
放

４
日

わ
ら
べ
う
た
遊
び

【
磐
手
保
育
所
（

・
８
１

８
８
）
】
５
日

歌
と
お
話
、

園
庭
開
放

７
日

・

日

・

日

園
庭
開
放

つ ど い の 広 場つ ど い の 広 場

わらべうたと絵本の会
３月 日 午前 時 分から 時 分からキッズ
スポットかるがも（津之江町二）で。講師は風の子文庫
・朝日悦子さん。対象は０ ３歳の乳幼児とその保護
者。申込順 組。無料。申し込みは２月 日 から電
話か直接、同広場（ ・ ）へ。

春のおはなし会とふれあい遊び
３月 日 午前 時 分 正午にチャムきっずぱー
く（古曽部町一）で。対象は０ ３歳の乳幼児とその保
護者。申込順 組。無料。申し込みは２月 日 から
直接、同広場（ ・ ）へ。

歌やお話を聴いて親子で楽しもう
３月６日 午前 時 分 時 分に平安女学院大
学どんぐりの森（南平台五）で。お話はトロイメライ。
対象は０ ３歳の乳幼児とその保護者。申込順 組。
無料。申し込みは２月 日 から電話か直接、同広場
（ ・ ）へ。

ベビーマッサージ
３月 日 午前 時 分 時にファミリーポート
たかつき（宮野町）で。講師は上園恵美子さん。対象は
８カ月（寝返り前）までの乳児とその保護者。申込順
組。無料。申し込みは２月 日 から電話か直接、同
広場（ ・ ）へ。

天然のアユが遡上する前に、年に一度の芥川の大掃除
を実施します。手袋・ごみ袋は主催者が用意。清掃活動
後は、ご飯とみそ汁のまかないもあります（みそ汁用コッ
プ、長靴は各自持参）。
また、清水池コミュニティセンター前では、午後０時
分から防災体験講座を実施します。
日時 ３月 日 午前 時集合。午後１時解散（清掃
は正午まで） ※無料。当日直接、集合場所へ
集合場所 あくあぴあ芥川ゴロッパ広場、芥川桜堤公
園、清水池コミュニティセンター前河川敷、芥川大橋下
流河川敷西側
問合先 下水河川企画課（ ・ ）

伝
言
板

は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
催
し
や
会
員
募
集

の
案
内
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
詳
し
く
は
、
各
連
絡
先

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
し
ま
す

ハ
ン
ド
チ
ャ
イ
ム
ハ
ン
ド
ベ

ル
コ
ン
サ
ー
ト

パ
ス
テ
ル
が

３
月
８
日
午
後
２
時
か
ら
ク
ロ

ス
パ
ル
高
槻
で
。
無
料
。
谷
辺

（

・
０
７
２
０
）

．

高
槻
カ
ラ
オ
ケ
教
室

発
表
会

３
月

日
午
前

時

か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

無
料
。箭
本（

１
８
０
７
）

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル

３
月
９
日
午
後
２
時
か

ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
無

料
。
橋
本
（

・
４
０
３
６

・
２
９
２
２
）

み
ん
な
で
つ
く
る
百
人
の
大

合
奏

阿
武
山
音
楽
会
が
３
月

２
日
午
後
１
時

分
か
ら
阿
武

山
小
学
校
体
育
館
で
。
無
料
。

田
中
（

・
６
０
６
５
）

英
語
の
歌
と
お
は
な
し
親
子

広
場

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
研
究
会

が
３
月

日
午
前

時

分
か

ら
高
槻
現
代
劇
場
で
。
無
料
。

要
予
約
。
早
矢
仕
（

・
１

７
５
２
）

募
り
ま
す

今
城
塚
カ
メ
ラ
同
好
会

毎

月
第
１
火
曜
日
の
午
前
に
今
城

塚
公
民
館
な
ど
で
。
入
会
金
千

円
、
月
会
費

円
。
久
野
（

・
２
３
５
９
）

社
交
ダ
ン
ス

月
曜
会
が
毎

週
月
曜
日
の
午
前
に
城
内
公
民

館
な
ど
で
。
月
会
費
２
千
円
。

安
富
（

・
８
５
７
５
）

高
槻
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

毎

月
第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後
に

富
田
公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費

千

円
、
材
料
費
実
費
。
中
岡

（

・
３
６
０
４
）

城
内
い
け
花
会

毎
月
第
１

・
２
・
３
月
曜
日
の
午
後
に
城

内
公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費
千

円
、
教
材
費

円
。
山
口
（

・
２
８
２
３
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

高
槻
第

１
団
が
月
２
回
日
曜
日
に
芥
川

公
民
館
な
ど
で
。入
会
金
千
円
、

月
会
費

円
。
対
象
は
小
学
校

入
学
１
年
前

小
学
生
。
山
田

（

・
４
１
１
４
）

五
領
陶
芸
サ
ー
ク
ル

月
２

回
木
曜
日
の
午
前
に
五
領
公
民

館
な
ど
で
。
入
会
金
３
千
円
、

月
会
費
２
千

円
、
材
料
費
実

費
。
薗
田
（

・
３
６
９
２
）

英
文
雑
誌
の
輪
読

タ
イ
ム

サ
ー
ク
ル
が
毎
週
土
曜
日
の
午

後
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
な
ど

で
。入
会
金
千
円
、月
会
費
千
円
。

佐
々
木
（

・
１
２
８
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

府
高

齢
者
大
学
同
窓
会
高
槻
が
市
内

で
活
動
。
年
会
費
千

円
。
登

間
佐
（

・
９
６
２
４
・
９

５
７
１
）

お
茶
の
会
裏
千
家

月
２
回

金
曜
日
の
午
後
に
冠
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。
月
会

費
２
千
円
。
西
田
（

・
１

０
１
２
）

冠
太
極
拳
同
好
会

毎
週
火

曜
日
の
午
後
に
冠
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。
月
会
費

２
千
円
。
鎌
田
（

・
１
３

８
５
）

文
化
財
を
楽
し
む
会

毎
月

第
４
月
曜
日
の
午
前
に
五
領
公

民
館
な
ど
で
。
年
会
費
千
円
。

長
瀬
（

・
７
１
１
６
）

子育て総合支援センターの講座 【問合先】同センター（ ・ ）

☆は保育あり。１歳 就学前（申込順各 人）。クッキング講座は ５カ月 就学前
７カ月 就学前 ９カ月 就学前 １歳 就学前

講座名 日程 時間 対象 申込方法

親
子
講
座

リトミックを
楽しもう ３ ４ １歳の幼児と保

護者

各 組。無料
当日 から整理券を
配布

手品を楽しもう ３ ０歳 就学前の
乳幼児と保護者 先着 組。無料

歯磨き教室 ３ ５ ・ ０歳の乳児と保
護者

申込順各 組。無料。申
し込みは２ から電
話か直接、同センターへ

子
育
て
講
座
☆

子育ちを応援する
こと ３ ８ ０歳 就学前の

乳幼児の保護者、
子育て支援に関
心がある人

申込順各 人。無料。申
し込みは２ から電
話か直接、同センターへ

関わることの大切
さについて考える３

楽しく学ぼう
食生活 ３

クッキング講座
☆

３ 、４ ５・６カ月 申込順 人 各
人。材料費実費。申し

込みは２ から電話
か直接、同センターへ

３ 、４ ７・８カ月
３ ６ 、４ ９ カ月
３ 、４ １歳
３ 、４ ２歳 就学前

講座名 日程 時間 対象 申込方法

住住所所異異動動申申請請ののほほかか
保保育育所所入入所所手手続続ききなな

どどもも

不不
登登
校校
支支
援援
員員

重重
度度
障障
がが
いい
児児
童童
生生
徒徒
ササ
ポポ
ーー

トト
教教
室室
看看
護護
師師（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

子子
育育
てて
相相
談談
員員

（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

介介
護護
予予
防防
事事
業業
関関
係係
のの

非非
常常
勤勤
職職
員員

教教
育育
保保
育育
ササ
ーー
ビビ
スス
利利
用用
者者

支支
援援
員員
（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

保保
育育
所所
看看
護護
師師

（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

保保
育育
所所
アア
ルル
ババ
イイ
トト
登登
録録
者者

特特
別別
支支
援援
教教
育育
支支
援援
員員

（（
アア
ルル
ババ
イイ
トト
登登
録録
者者
））

学学
校校
給給
食食
調調
理理
員員

（（
アア
ルル
ババ
イイ
トト
登登
録録
者者
））

身身
近近
なな
支支
所所
でで
混混
雑雑
をを
回回
避避
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●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照

係
り
か
ら

伝
言
板

で
は
、
毎
月

日
号
に

件
を
上
限
に
掲
載
し

て
い
ま
す
（
多
数
抽
選
）
。
申

し
込
み
は
掲
載
前
月
の
２
日
か

ら
掲
載
月
の
１
日
（
土
・
日
曜

日
、祝
日
の
と
き
は
翌
業
務
日
）

ま
で
に
直
接
、広
報
広
聴
課（
市

役
所
本
館
３
階

・
７
３
０

６
）
へ

※
申
込
書
は
同
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

係
り
か
ら

そ
の
保
護
者



にに関関わわるる窓窓口口休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁休休日日開開庁庁
市
は
、
左
表
の
と
お
り
体
力

づ
く
り
教
室
を
開
催
。
い
ず
れ

も
多
数
抽
選
。
申
し
込
み
は
往

復
は
が
き
に
、
教
室
名
、
曜
日
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

年
齢
・
学
年
、
性
別
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
市
民
プ
ー
ル
教

室
は
３
月

日
（
月
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
同
プ
ー
ル
（
〒

・
０
８
２
３
芝
生
町
四
丁
目
３

番

号

・
７
２
０
０
）
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
教
室

と
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
教

室
は
３
月
５
日
（
水
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
、
同
セ

ン
タ
ー
（
〒

・
０
８
２
３
芝

生
町
四
丁
目
１
番
１
号

・

８
２
０
０
）
、
同
館
（
〒

・

体
力
づ
く
り
教
室

体
力
づ
く
り
教
室

１
１
１
５
古
曽
部
町
三
丁
目

番
１
号

・
０
０
３
１
）へ
。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
１
教

室
。３

月

日

午
前

時

分

正
午
に
古
曽
部
防
災
公
園
体

育
館
で
。
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
、
リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
な
ど
。
申

込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み

は
２
月

日

３
月
６
日

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
市
障

害
児
者
団
体
連
絡
協
議
会
（

・
０
６
７
２
、

・
４
７

１
４
）
へ
。

ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

３
月
８
日

午
前
９
時

分

か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
。
４

７
月
の
運
動
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
。
当
日
午

前
９
時
か
ら
整
理
券
を
配
布

（
１
団
体
１
人
だ
け
）
。
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（

・
７

６
４
９
）
。

５
月

日

・

日

・

日

・

日

・

日

に
万

博
公
園
陸
上
競
技
場（
吹
田
市
）

な
ど
で
。
陸
上
競
技
、
水
泳
、

卓
球
な
ど
。
対
象
は
平
成

年

４
月
１
日
現
在

歳
以
上
の
身

体
・
知
的
障
が
い
者
。
無
料
。

申
込
期
限
は
３
月

日
（
月
・

必
着
）
。
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（

・
０
２
６
７
、

・
３
５
０
８
）
。

府
立
高
校
体
育
施
設

府
立
高
校
体
育
施
設

開
放
抽
選
会

開
放
抽
選
会

府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

青少年運動広場 人工芝生化が完了

申
請
は
３
月
３
日
か
ら
受
付

総合スポーツセンター青少年運動広場の人工芝生化
が完了。３月 日 から利用できます。３月利用分は
申込順で、３月３日 午前９時から受け付けます。
また、３月 日 午前 時 正午に親子で楽しめる
オープニングイベントを開催します。人工芝生を体験
してみませんか。無料。当日直接、会場へ。
問合先 文化スポーツ振興課（ ・ ）

サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
（
練

習
）
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
に
利
用
で
き
ま
す

●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可

市体力づくり教室

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など
弓
道
講習会 ３／９ ９： ： 弓道場利用許可証取得者 登録 円

未登録 円 当日９： ９： に直接、会場へ競射大会 ３／
グラウンド・ゴル
フ 月例杯 けや
き杯 都市交流大
会

３／ ： ： 小学生以上（小学生は保護者同
伴）

無料 ★ ３／ ３／ までに団体所
属 各団体へ 個人 ファクスで、グ
ラウンド・ゴルフ協会（ ・ ・

井澤）へ

４／６ ９： ： 円
４／７ ７： ： 歳以上 円

日本剣道形講習会 ３／ ： ： 一般 会員 無料
非会員 円 当日 ： に直接、会場へ

サッカー社会人
市長杯大会 ４／ ７／ ９： ： 社会人 １チーム 人以上 ほか 円 ★ ３／ ： ： に直接、同協

議会へ

テ
ニ
ス

ジュニアシン
グルス大会 ３／ ・ ９： ： クラス中学２・３年生 ク

ラス小学生・中学１年生 円 ３／３ ： ： に直接、同協
議会へ

社会人ダブル
ス大会 ４／６ ・ ９： ：

一般、ベテラン （ 歳以上）・
（ 歳以上）・ （ 歳以上）・
（ 歳以上）
※平成 年 月 日現在の年齢

登録 円 ★ ３／ ： ： に直接、同協
議会へ

初級教室 ４ ７月の土曜日
※全 回 ： ： 市内在住、 人（多数抽選） 円

３／ （水・必着）までに往復はがき
で、テニス連盟（同協議会内）へ

中級教室 ４ ７月の木曜日
※全 回

ジュニア教
室（４ ６月）

月・水・金曜日コー
ス

： ： ５歳 小学２年生、各 人（多
数抽選）

月・金曜日コース
各 回。各 円
水曜日コース ９

回、 円： ： 小学生、各 人（多数抽選）

土曜日コース ： ： 小学生５年生 中学生、 人（多
数抽選） 円（全 回）

トランポリン
一日体験教室 ３／ ９： ： 、

： ：
４歳 小学生、各 人（多数抽
選） 円

３／５（水・必着）までに往復はがき
で、トランポリン連盟（〒 ・ 川
添二丁目 番２号 古林雅子）へ

バドミントン大会 ４／ ・ ９： ：
一般男女単・複１・２部、婦人
の部１ ５部、 ・ ・ 歳以
上男子単・複

単 円、複
円、高校生 円★

３／ ： ： に直接、同協
議会へ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ママさん９人
制審判講習会 ３／ ９： ： 人 円 当日９： ９： 、 ： ：

に直接、会場へ

ママさん春季
クラス別大会

４／ ・ ・
、５／ ９： ： ９人制 登録 円

未登録 円
３／４ ： ： に直接、同協
議会へ４／５

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など

各スポーツ連盟・団が開催 【問合先】市スポーツ団体協議会（〒 ・ 野見町２番 号 ・ ）

【会場】 総合体育館、 堤運動広場、 青少年運動広場、 みずべみらいグラウンド・ゴルフ場（滋賀県）、 萩谷総合公園サッカー場、
総合スポーツセンターテニスコート、 萩谷総合公園テニスコート、 古曽部防災公園体育館
【参加料など】団体およびチーム競技は１チーム当たりの参加料。★は登録料が必要。はがき・ファクスの記載事項は、希望日・コース、住所、氏名、年
齢、電話番号（テニスジュニア教室は学年、保護者承諾印、レンタルラケットの要不要も）

３３月月 日日
４４月月５５日日

ペペ
ーー
スス
メメ
ーー
カカ

人人
工工
関関
節節
なな
どど
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会場 教 室 名 日 程 内容・対象・定員 受講料

市

民

プ

ー

ル

初心者
スイミング

４ ９ ７ の月 水
曜日９

クロールで息継ぎを入れ
て 泳ぐことが目標
歳以上、各 人

円
（全 回）

大人教室
４ ７ の月曜
日 金
曜日

初級・上級コースに分け
初心者からバタフライま
で泳げる人 歳以上、
各 人

アクアビクス
４ ７ の月曜
日 金
曜日

水中で音楽に合わせて身
体を動かすシェイプアッ
プ 歳以上、各 人

アクアエクサ
サイズ

４ ７ の月曜
日 木
曜日

水中で音楽に合わせて身
体を動かし、ウオーキン
グ 歳以上、各 人

幼児スイミ
ング

４ ９ ７ の月
水 木 金曜日 水慣れからクロールまで

３歳 就学前、各 人
円

（全 回）

身体障がい者
スイミング

４ ９ ７ ９の水曜
日 ：

リラクゼーションから４
泳法習得まで 歳以上
の介助なしで参加できる
身体障がい者、 人

円
（全 回）

肢体不自由児
・者スイミン
グ

４ ７ の土曜
日

リラクゼーションから泳
ぎまで個人に応じた練習
小学生以上の肢体不自

由児・者、 人
知的障がい児
親子スイミン
グ

４ ７ の土曜
日

水慣れから４泳法習得ま
で 小・中学生の知的障
がい児と保護者、 組

知的障がい者
スイミング

４ ７ の土曜
日

水慣れから４泳法習得ま
で 歳以上の知的障が
い者、 人

市
民
プ
ー
ル
内
ス
タ
ジ
オ

健康柔軟体操

４ ９ ７ の月曜
日 水
曜日
金曜日

簡単なリズム体操など。運
動効果を上げ身体のバラ
ンスを整える 歳以上、
人

円
（全 回）

はじめて
エアロ

かんたん
エアロ

４ ９ ７ の 水
曜日
木曜日
金曜日

エアロビクスの基本動
作 初心者から少し慣れ
た人まで 歳以上、
人

ヨガ入門

４ ９ ７ の水曜
日 木
曜日
金曜日

呼吸法と簡単なポーズで
リラクゼーションとスト
レス解消 歳以上、
人

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

健康維持スポ
ーツ

４ ６ の木曜
日

リズム体操やレクリエー
ションなど 歳以上、
人

円
（全 回）

幼児体育教室
４ ６ の 木
曜日
金曜日

マット運動やレクリエー
ションスポーツなど
３ ４歳 ５ ６歳、各 人 円

（全 回）
ジュニアスポ
ーツ

４ ５ ６ の土曜
日９

球技やニュースポーツな
ど 小学生、 人

障がい児親子
体育教室

４ ５ ６ の土曜
日

サーキット形式の運動や
レクリエーションなど
３歳 小学生の障がい児
と保護者、 組

円
（全 回）

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

幼児体育教室 ４ ９ ６ の水曜
日

器械運動、レクリエーショ
ンなど ３歳 就学前、
人 円

（全 回）
ジュニアスポ
ーツ

４ ５ ６ の土曜
日９

球技やニュースポーツな
ど 小学生、 人

親子ではじめ
るスポーツ

４ ５ ６ の土曜
日

サーキット形式の運動、レ
クリエーションなど ３
歳 就学前と保護者、 組

円
（全 回）

健康体操 レ
クリエーショ
ンスポーツ

４ ９ ６ の水曜
日

リズム体操、レクリエー
ションスポーツなど
歳以上、 人

体引き締めエ
クササイズ

４ ８ ６ の火曜
日

簡単なエアロビクスやヨ
ガなど 歳、 人

会場 教 室 名 日 程 内容・対象・定員 受講料
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スス
ママ
ホホ
でで
救救
急急
搬搬
送送
スス
ムム
ーー
ズズ

転転入入・・転転出出にに関関わわるる窓窓口口
休休日日開開庁庁（（２２・・３３面面））

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

応応 急急 手手 当当

特特 別別
救救急急隊隊

高
槻
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
２
月

日
、
第

回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を

決
め
、
市
役
所
に
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。同
チ
ー
ム
の
強
み
は
、

選
手
の
身
長
が
高
く
、
ボ
ー
ル

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。
府
の
予
選
を
１
位
で
勝
ち

抜
き
、
３
月

日

か
ら
和
歌

山
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

濱
田
市
長
は

体
調
を
万
全

に
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
戦
っ

て
き
て
く
だ
さ
い

と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

第一中学校で２月８日、高槻・桃園小学
校児童と第一中学校生徒が国際宇宙ステー
ションの宇宙飛行士・若田光一さんとアマ
チュア無線を使って 分間の交信を行いま
した。
これは、 の 教育プログラム

に応募して実現したもの。代表 人が、若
田さんに 宇宙から見た地球はどうですか
と質問すると、若田さんは 地球は美しい。
そして国境はどこにも見えません と返答。
子どもたちは 宇宙から自分の名前を呼ん
でもらえてうれしい。将来わたしも宇宙に
行ってみたい と感激していました。

市マスコット
キャラクター
・はにたん

赤
大
路
・
富
田
小
学
校
の
４
年
生
が

ま

ち
の
元
気
ア
ッ
プ

を
テ
ー
マ
に
、
阪
急
富

田
駅
北
側
の
壁
を
絵
で
彩
り
ま
す
。
２
月

日
、
赤
大
路
小
の
児
童

人
が
、
絵
画
の
仕

上
げ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
絵

を
組
み
合
わ
せ
た
色
と
り
ど
り
の
巨
大
絵
画

に

笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
完
成
。
３
月
４
日

に

駅
の
壁
に
設
置
予
定
で
す
。

川西小児童

ア
ル
ミ
缶
回
収
で

資
金
を
た
め
る

川
西
小
学
校
の
１
・
２
年
生

人
が
２
月

日
、
み
ど
り
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
川
西
を
訪
れ
、
利
用
者
に
パ
ン
ジ
ー
の
花

を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

と
地
域
の
住
民
が
ア
ル

ミ
缶
回
収
で
資
金
を
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
と
し
て
実
施
し
た
も
の
。
児
童
ら
は
、
施

設
の
利
用
者

人
と
一
緒
に
、
昨
年
植
え
た

パ
ン
ジ
ー
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
利

用
者
が

き
れ
い
な
花
を
あ
り
が
と
う

と

話
す
と
、
児
童
は

一
生
懸
命
育
て
た
花
で

喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
い

と
笑
顔
で
応

え
ま
し
た
。

市広報番組案内市広報番組案内

※放送は毎日９時・ 時 分・ 時・ 時 分から 分

ケーブルテレビ

情報情報
ワイドたかつきワイドたかつき

ホット 高槻 みなさんに愛され 年
市営バスの歩みと今

高槻現代劇場公演情報 レクチャー＋オペラ
魔笛

１日 ９日 放送

私達のコミュニティ 赤大路地区 産業のま
ちから子育て世代が住
み良いまちへ

クローズアップ ４月スタート 全中学
校で学校給食

ホット 高槻 みなさんに愛され 年
市営バスの歩みと今

高槻現代劇場公演情報 レクチャー＋オペラ
魔笛

１日 ９日 放送

私達のコミュニティ 赤大路地区 産業のま
ちから子育て世代が住
み良いまちへ

クローズアップ ４月スタート 全中学
校で学校給食

○２月 日 日 放送○２月 日 日 放送

○３月１日 ９日 放送○３月１日 ９日 放送

総合センター１階ロビー
新阿武山病院デイケア竹細工作
品展
３月７日 日

高槻駅南側地下通路
リュミノーシャドーアート・ア
トリエ・ゾエ展
３月４日 日
市シルバー人材センターあすな
ろ写真クラブ展
３月４日 日

ミング・阪急高槻２階
市俳画協会展
２月 日 ３月５日
フォト研 凛の会 写真展
３月７日 日

クロスパル高槻７階
花と風景水彩画展
２月 日 ３月４日
写壇高槻会員展
３月６日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

出演・演目：桂千朝
鴻池の犬 、笑福亭
鶴志 寝床 、桂春蝶
地獄巡り 、桂阿か
枝 金明竹

６月７日
午後２時開演

レセプションルーム
（全席自由）
一般 円
（当日 円）
３月７日 発売（電話
予約は午後２時から）

本紙は古紙配合率70％の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています　　�

高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場
［市民会館・文化ホール］

チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

２公演とも、友の会先２公演とも、友の会先

行発売・割り引きあ行発売・割り引きあ

り。未就学児の入場はり。未就学児の入場は

ご遠慮くださいご遠慮ください

【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（ ） １月末現在（前月比）【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（ ） １月末現在（前月比）

三世代が勢ぞろい
演目：口真似、佐渡狐、千
切木 ※狂言の解説付き
出演：茂山千五郎、七五三、
千三郎、正邦、宗彦、茂、
逸平、竜正、虎真 ほか

５月 日 午後２時開演
中ホール（全席指定）
一 般 円
小・中学生 円
２月 日 発売（電話予約
は午後２時から）

デラックス
レセプション亭

高槻小高槻小 桃園小桃園小 第一中第一中

赤大路小 駅の壁 絵で彩り
富 田 小 まちの元気アップ


